
予算特別委員会会議記録 
 

予算特別委員長  大友 栄二   

 

１ 日 時 

   令和７年３月１８日（火） 午前１０時００分から 

                午後 ２時４３分まで 

 

２ 場 所 

   本会議場 

 

３ 出席した委員の氏名 

志村学、御手洗吉生、桝田貢、穴見憲昭、岡野涼子、中野哲朗、宮成公一郎、 

首藤健二郎、清田哲也、今吉次郎、阿部長夫、小川克己、太田正美、森誠一、 

大友栄二、井上明夫、木付親次、三浦正臣、古手川正治、元吉俊博、麻生栄作、 

阿部英仁、御手洗朋宏、福崎智幸、吉村尚久、若山雅敏、成迫健児、高橋肇、 

木田昇、二ノ宮健治、守永信幸、原田孝司、玉田輝義、澤田友広、吉村哲彦、 

戸高賢史、猿渡久子、堤栄三、末宗秀雄、佐藤之則、三浦由紀  
 
４ 欠席した委員の氏名 

   後藤慎太郎  
 
５ 出席した執行部関係者の職・氏名 

   土木建築部長 五ノ谷精一、病院局長 井上敏郎、警察本部長 幡野徹 ほか関係者 

 
６ 会議に付した事件の件名 

   別紙次第のとおり 
 
７ 会議の概要及び結果 

（１）第１号議案令和７年度大分県一般会計予算、第９号議案令和７年度大分県臨海工業地帯

建設事業特別会計予算、第１０号議案令和７年度大分県港湾施設整備事業特別会計予算及

び第１１号議案令和７年度大分県病院事業会計予算について審査を行った。 
（２）本委員会に付託された議案をさらに詳細に審査するため、常任委員会単位の分科会を設

置して審査することを決定した。分科会の主査及び副主査は、各常任委員会の委員長及び

副委員長をそれぞれ充てることを決定した。 
 

８ その他必要な事項 

   な し 
 

９ 担当書記 

   議事課委員会班  主査       坂口泰弘 
議事課委員会班  課長補佐（総括） 秋本昇二郎 
議事課議事調整班 主査       利根妙子 
議事課委員会班  主任       小野佐和子 



予算特別委員会次第 

 

日 時：令和７年３月１８日（火）１０：００～ 

場 所：本会議場               

 

１ 開  会 

 

 

２ 歳出予算審査 

（１）土木建築部関係 

①予算説明 

②質疑・応答 

（２）病院局関係 

   ①予算説明 

   ②質疑・応答 

（３）警察本部関係 

①予算説明 

   ②質疑・応答 

 

 

３ 予算特別委員会分科会の設置及び付託 

 

 

４ 閉  会 
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別 紙 

会議の概要及び結果 

大友委員長 ただいまから、本日の委員会を開

きます。 

 まず審査に入るに先立ち、１７日午前の農林

水産部での審査において井上委員から要求され

た資料について、ＳｉｄｅＢｏｏｋｓ（サイド

ブックス）に格納したので報告します。 

それではこの際、付託された予算議案を一括

議題とし、これより土木建築部関係予算の審査

に入ります。 

執行部に申し上げます。説明は主要な事業及

び新規事業に限り、簡潔かつ明瞭にお願いしま

す。 

 それでは、土木建築部関係予算について執行

部の説明を求めます。 

五ノ谷土木建築部長 まず冒頭ですが、昨年に

引き続き、今年度の建設産業女性活躍加速化促

進事業による女性活躍の広報誌ＢＬＯＣＫＳＹ

をお手元に御用意しています。建設産業で働く

女性のやりがいや思いをかっこよくしたためて

おり、お手隙のときに是非御一読いただければ

と思っているので、よろしくお願いします。 

 また本日、清永港湾課長が新型コロナウイル

ス感染症により欠席となり、志賀ポートセール

ス推進監が代理で出席しています。また、伊東

建築住宅課長及び担当の赤峰参事も新型コロナ

ウイルス感染症に罹患して欠席しています。安

部子育て住まい推進監が代理で答えるのでよろ

しくお願いします。 

それでは、第１号議案令和７年度大分県一般

会計予算のうち土木建築部関係予算について、

令和７年度土木建築部予算概要により説明しま

す。タブレットで資料を御覧いただく方は、画

面右下に青い通知が出たらタッチしてください。 

予算概要の３ページを御覧ください。予算の

ポイントで土木建築部の主な取組をまとめてい

ます。 

まず１点目、安心です。近年の度重なる豪雨

や台風被害を踏まえ、自然災害の頻発・激甚化

に対応する抜本的かつ総合的な治水・土砂災害

対策を推進するとともに、今後発生が予想され

ている南海トラフ地震から県民の命と暮らしを

守るため、能登半島地震の教訓も踏まえ、県土

のさらなる強靱化を推進していきます。また、

子育てしやすい住環境の整備や子どもが安心・

快適に暮らせるまちづくりを推進します。 

 次に、４ページを御覧ください。 

 ２点目、未来創造です。九州の東の玄関口と

して、人・物の流れの活性化やまちの魅力向上

のため、広域交通ネットワーク等の整備を推進

していきます。 

 次に、７ページを御覧ください。 

土木建築部の一般会計の予算案です。上の（

１）一般会計の表を御覧ください。表の左から

２番目、予算額（Ａ）列の上から３番目、土木

建築部の計欄にあるように、土木建築部の予算

総額は１，００９億９２１万４千円です。 

 表の右から３番目、６年度当初予算額（Ｂ）

列の９８６億７，８６１万４千円と比較すると、

その一つ右の欄にあるように２２億３，０６０

万円の増額、率にして２．３％の増となってい

ます。これは、昨年大雨により被災した日田市

三郎丸橋の改良復旧や令和６年台風第１０号の

災害復旧に加え、道路防災や河川改修、急傾斜

地崩壊対策など県土強靱化関連公共事業の増額

が主な理由となります。 

 下の表には、県予算額に占める土木建築部の

予算額の構成比を記載しています。県予算額に

占める土木建築部の構成比は１４．４％となっ

ています。 

 それでは、土木建築部の主な事業について、

重点事業及び新規事業を中心に説明します。ま

ず、１６ページを御覧ください。 

 上から３番目の建設産業ＤⅩ加速化事業費で

すが、予算額は３，９２８万９千円です。本事

業は、建設産業のさらなる生産性向上を図るた

め、ＩＣＴ建機等の導入に取り組む建設業者を

支援するとともに、ＩＣＴ活用人材の育成等に

取り組むものです。 
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次に、１８ページを御覧ください。 

 一番上の建設産業女性人材確保・活躍推進事

業費ですが、予算額は１，６９８万５千円です。

本事業は、建設産業における女性人材の確保・

定着や活躍を推進するため、高校生等への魅力

発信を強化するとともに、女性が働き続けられ

る環境整備や人材育成に取り組むものです。 

次に、２６ページを御覧ください。 

 上から２番目の（公）道路改良事業費ですが、

予算額は１５０億３，２３０万９千円です。本

事業は、中津日田道路などの高規格道路を整備

するとともに、その他の国県道の線形不良や幅

員狭小箇所等の改良を行うものです。令和７年

度は、補助事業では日田山国道路など１５か所、

交付金事業では国道１９７号や三重新殿線など

４２か所において、着実に道路整備を進めてい

きます。 

次に、３２ページを御覧ください。 

一番下の（公）道路防災事業費ですが、予算

額は１５億６４１万２千円です。本事業は、道

路ネットワーク機能及び利用者の安全を確保す

るため、防災拠点等を結ぶ優先啓開ルートや孤

立集落発生のおそれがある道路における法面の

崩壊・落石対策を重点的に実施するものです。

令和７年度は国道２１２号など２４か所におい

て道路防災施設の整備を行っていきます。 

次に、３３ページを御覧ください。 

一番上の（公）道路施設補修事業費ですが、

予算額は７３億９，８２０万７千円です。本事

業は、利用者の安全を確保するため、定期点検

の結果、早期対策が必要とされた橋梁やトンネ

ル等の補修対策を行うとともに、優先啓開ルー

ト上にある橋梁の耐震化を計画的に実施するも

のです。 

次に、４１ページを御覧ください。 

下から２番目の治水ダム管理高度化事業費で

すが、予算額は８２１万３千円です。本事業は、

緊急放流時のダム周辺住民の早期避難を図るた

め、水位自動予測システム導入に向けたダム管

理所の通信環境を整備するとともに、情報伝達

手段の強化や危機管理意識の醸成を行うもので

す。 

次に、４２ページを御覧ください。 

上から３番目の（単）緊急河床掘削事業費で

すが、予算額は８億円です。本事業は、豪雨時

に河川周辺住民の安全を確保するため、浸水被

害が発生した箇所等の河床掘削を実施し、河川

の流下能力を改善させるものです。 

 その下の（公）広域河川改修事業費ですが、

予算額は３７億５，７１９万１千円です。本事

業は、河川の流下能力を向上させるため、河道

掘削や堤防かさ上げ等の河川改修を実施するも

のです。令和２年７月豪雨により被災した日田

市の玖珠川では、本格的な改修工事に向けた用

地補償等を進めるとともに、九重町の野上川で

は河道拡幅に伴うＪＲ橋梁の工事等を進めてい

きます。 

次に、５３ページを御覧ください。 

下から２番目のクルーズ船受入環境整備事業

費ですが、予算額は３千万円です。本事業は、

港湾の利用促進を図るため、これまでに寄港し

たことのない規模のクルーズ船を受け入れるた

めの航行安全検討を行うものです。令和７年度

は、佐伯港において１１万トン級の船舶を安全

に寄港させるため、航行経路や接岸する速度な

どの検討を行っていきます。 

 次に、５４ページを御覧ください。 

 上から３番目の（公）重要港湾改修事業費で

すが、予算額は６億４，８２１万５千円です。

本事業は、人や物の流れを活性化させ本県経済

の発展を促進するため、大分港など４港の重要

港湾において、岸壁や臨港道路等の整備を実施

するものです。 

 次に、６１ページを御覧ください。 

一番上の（公）通常砂防事業費ですが、予算

額は１４億１３９万円です。本事業は、土砂災

害から住民の命と暮らしを守るため、土石流等

のおそれのある由布市の花合野川など６５渓流

において、砂防堰堤の整備等を実施するもので

す。 

 続いて、その四つ下の（公）急傾斜地崩壊対

策事業費ですが、予算額は１２億３，５７０万

円です。本事業は、豪雨による崖崩れ等から住

民の命と暮らしを守るため、豊後大野市寺田地
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区など８７地区において急傾斜地の擁壁工や法

面対策工を実施するものです。 

次に、６９ページを御覧ください。 

 一番下の（公）街路改良事業費ですが、予算

額は４２億４，６２３万７千円です。本事業は、

市内中心部の慢性的な交通渋滞の改善や安全な

歩行空間等の確保を目的とし、庄の原佐野線な

ど都市計画道路７路線の整備を行うものです。

庄の原佐野線では、下郡工区の橋梁上部工工事

や下郡・明野工区の橋梁下部工工事を進めてい

きます。 

次に、７６ページを御覧ください。 

上から２番目の生活排水処理施設整備推進事

業費ですが、予算額は５億９３３万２千円です。 

本事業は、きれいな水環境を創造し次世代に引

き継ぐため、生活排水処理施設の整備等を実施

する市町に対し助成するものです。令和７年度

も引き続き、単独処理浄化槽等から合併処理浄

化槽への転換に対する補助など、生活排水処理

対策を推進していきます。 

次に、８１ページを御覧ください。 

上から２番目の住宅耐震化総合支援事業費で

すが、予算額は１億４，１０７万２千円です。 

本事業は、木造住宅の耐震性向上等を図るため、

耐震アドバイザーを派遣するとともに、耐震診

断・耐震改修を支援する市町村に対し助成する

ものです。令和７年度は、木造住宅の改修費用

に対する補助限度額の引上げを行うとともに、

低コスト工法の普及に向けた取組を推進します。 

続いて二つ下、こどもまんなか住環境整備事

業費ですが、予算額は７３６万１千円です。本

事業は、子育て世帯向け戸建て賃貸住宅を確保

するため、民間事業者による空き家を活用した

モデル事業の実施に必要な整備基準書を作成す

るものです。 

次に、８４ページを御覧ください。 

上から２番目の（公）県営住宅建設事業費で

すが、予算額は９億３００万円です。本事業は、

利用者に低廉な家賃で良質な住宅を供給するた

め、狭小で設備が老朽化している住宅の建て替

え等を行うものです。令和７年度は、ＰＦＩ手

法を用いた県営明野住宅建替事業において、住

宅全５棟のうち２棟目と集会所 1 棟が完成する

予定です。 

 以上が一般会計の予算の概要となります。引

き続き、特別会計について御説明します。９１

ページを御覧ください。 

土木建築部が所管、関係する特別会計をまと

めています。そのうち主な二つについて、説明

します。 

まず、上から２番目の臨海工業地帯建設事業

特別会計ですが、表の左から２列目の予算額（

Ａ）列にあるように、予算額は８億２，３５０

万２千円です。これは、大分港６号地Ｃ－２地

区の造成に要した起債の元利償還などに要する

経費です。 

 次に、その下の港湾施設整備事業特別会計で

すが、予算額は５１億１，６１１万３千円です。 

これは、大分港大在西地区などの埠頭用地の造

成や大分港大在コンテナターミナルをはじめと

した港湾施設の管理運営、上屋など施設の維持

修繕及び起債の元利償還などに要する経費です。

令和７年度は、引き続き大分港大在地区の埠頭

用地拡張や老朽化したコンテナクレーンの更新

に取り組み、物流機能の向上と港の活性化を図

っていきます。 

土木建築部の予算説明は以上ですが、これら

の事業の実施にあたっては、１２土木事務所を

はじめとする土木建築部の職員がしっかりと県

民と対話し、県民に寄り添いながら、安心、元

気、未来創造の県土づくりを進めていきます。 

 それでは御審査のほど、どうぞよろしくお願

いします。 

大友委員長 以上で説明は終わりました。 

 これより質疑に入りますが、執行部の皆様に

申し上げます。答弁は挙手し、私から指名を受

けた後、自席で起立の上、マイクを使用し、簡

潔かつ明瞭に答弁願います。 

事前の通告者が１１名います。時間も限られ

ているので、円滑な進行に御協力ください。そ

れでは順次、指名します。 

堤委員 おはようございます。 

 まず一つ目、３１ページの（単）身近な道改

善事業費、予算は８億円でこれまでと変わりま
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せんけれども、要望は結構あると思うんです。

市町村からの要望の実施状況はどうなのかと。 

 二つ目は、６６ページの盛土災害防止調査費

ですね。この中で、規制区域の見直しと書かれ

ていますが、どういうことか。一つには、静岡

県熱海市の土石流被害を受けて、都道府県知事

が盛土規制区域を指定して区域内での盛土を許

可制にすること、周辺住民への周知や住民から

の通報を促すことなどの規定も盛り込まれてい

ます。規制区域の設定については問題があると

思っており、この区域外に盛土が集中すること

になりかねないけども、その対策はどうするの

か。 

 三つ目は、８０ページの建築基準法等施行事

務費です。４月から改正された建築基準法と建

築物のエネルギー消費性能の向上に関する法律

が施行されます。これまで除外をされていた小

規模木造建築物も一部を除いて建築確認申請が

義務付けとなります。原則、新築される全ての

建築物や既存建築物の増改築に省エネ基準への

適合等が義務付けられます。建築事務所への費

用や工期等の延長も考えられます。さらに、自

治体も推進している空き家対策としての住宅リ

ノベーションやリフォーム工事にも影響が出て

くると思うんですが、このような不安に対して、

どのような対策を講じようとしているのか。 

 最後に、８１ページの住宅耐震化総合支援事

業費ですね。昨年の予算特別委員会でも、昭和

５６年以前の住宅で耐震性のないものは約７万

７千戸と回答しています。現状で、この戸数に

対する耐震化工事はどれぐらい進んでいるのか。

今回は、補助要件や限度額等の引上げを考えて

いるけれども、これでどれくらい進むと考えて

いるのか。また、一般的な住宅リフォーム助成

制度の創設の検討はどこまで議論しているんで

しょうか。 

成瀬道路保全課長 私からは、１点目の（単）

身近な道改善事業費についてお答えします。 

 本事業は既存の道路敷を利用して、路肩拡幅

又は蓋付き側溝の整備、それから防草処理によ

る歩行空間の改善等を行っており、平成２１年

度に６億円でスタートして、平成２４年から８

億円の予算を確保し、取り組んでいます。これ

まで市町村や地元自治会から年間平均１００件

の要望があり、令和６年度の完成箇所は９４件

です。予算と要望とのバランスがおおむね取れ

ているところです。 

 今後も地域の要望状況を踏まえながら、必要

な予算の確保に努め、計画的に事業を実施して

いきたいと思っています。 

秋月都市・まちづくり推進課長 私からは、盛

土災害防止調査費についてお答えします。 

 県内の盛土規制法に基づく規制区域は、独自

に指定する大分市を含んで、県内全域を本年５

月１日に指定し、運用を開始します。その規制

区域には、市街地や集落等を指定する宅地造成

等工事規制区域と、その周辺の農地や山林を指

定する特定盛土等規制区域の二つがあり、県内

全域をどちらかで指定します。この規制区域は、

おおむね５年ごとに地形や土地の利用状況等の

変化を調査し、どちらの規制区域であるべきか

を検討することが法により義務付けられていま

す。そのため、堤委員御質疑の規制区域の見直

しとは、来年度から５年をかけて調査を行い、

見直しが必要かどうか判断するものです。 

 なお、県内全域がどちらかの規制区域に含ま

れていることから、一定規模を超える盛土等の

造成を行う場合、全て許可が必要となります。 

安部子育て住まい推進監 私からは、建築基準

法の改正及び住宅耐震化並びにリフォーム助成

制度についてお答えします。 

 まず、建築基準法の改正についてですが、今

回の法改正に係る設計者や施工者へのサポート

として、県では改正法が交付された令和４年か

ら３年間かけ、各種講習会を通じて改正内容の

周知を図ってきました。さらに、設計者に対し

ては、今年の１月から実際の設計業務等を支援

するための無料相談窓口を国が各県に設置して

おり、４月以降も継続する予定としています。

また、住宅などの小規模な建築物では、一定の

要件に適合した場合に申請図書や手続の一部が

省略できるなど、設計期間短縮のための措置も

講じられています。 

 一方、施主の費用負担についてですが、住宅
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の場合、省エネ基準適合に伴って約１．３％か

ら４％の増加になりますが、光熱費削減効果に

よって１７年間から３５年間で回収できるとい

う国の試算が出ています。また、省エネ基準に

より、さらに省エネ性能が高いＺＥＨ基準に適

合した住宅については、国が実施する各種補助

や税制優遇を利用できるものとしています。 

 なお、既存住宅のリフォームへの影響につい

ては、下地の取替えを含む大規模な改修をする

場合に、建築確認申請を要することが今回の改

正で新たに規定されましたが、仕上げのみ取り

替えるような通常の一般的なリフォームについ

ては、これまでと同様の取扱いになります。引

き続き、国や業界団体等と協力し、改正法の円

滑な施行に向けて必要な取組を行います。 

 続いて、住宅耐震化についてお答えします。 

 昭和５６年以前に建てられた住宅のうち耐震

性が不足している戸数については、総務省が５

年ごとに実施する住宅・土地統計調査の結果を

基に推計されており、昨年の予算特別委員会で

回答した約７万７千戸については、令和２年に

公表された平成３０年の調査結果を基に算出し

た値です。 

 その後の進捗については、今年１月末に国が

令和５年の調査結果を公表し、それを基に現在

算出しているところです。今年５月以降に公表

できる見込みとなっています。 

 補助の拡充による効果については、ほかの自

治体で同様の補助制度を導入した結果、耐震改

修の実績が導入前の約２倍となっている例もあ

り、本県においても同等の実績が出せるようし

っかり取組を進めたいと考えています。 

 続いて、リフォームの助成制度についてお答

えします。 

 一般的な住宅リフォームに対する補助制度の

創設については、現在のところ具体的に予定し

ていません。県では、長期総合計画に掲げてい

る、全てのこどもが健やかに生まれ育つ温かい

社会づくりや健康長寿社会の構築の方針に基づ

き、子育て世帯や高齢者世帯が行うリフォーム

を対象とした子育て・高齢者世帯住環境整備事

業に取り組んでいます。 

 本事業では、昨年度のニーズ調査を踏まえ、

本年度より３世代同居支援型の要件を緩和した

ところです。その結果、本年度の３世代同居支

援型の実績は、昨年度の約２．８倍となる３１

件に増加しています。利用者の実情に寄り添っ

た支援の実施が利用促進につながることを改め

て確認しました。 

 今後も引き続き、子育て・高齢者世帯のニー

ズを的確に把握し、子育て満足度日本一や健康

寿命日本一の達成に向けたリフォーム支援に取

り組むこととしています。 

堤委員 どうもありがとう。 

 （単）身近な道改善事業費については、９４

％ぐらいの完成率で大変すばらしいんだけれど

も、予算は上限があるから、これ以上はできな

いという面もあります。是非予算を増やすよう

に要求して頑張ってください。 

 もう一つは、省エネの関係で、いろいろ研修

をしてきていると。してきているんだけれども、

実際に工事を零細事業者が受けてする場合には、

建築確認申請とかせないかん。そういう対象者

は、ほぼ１００％この研修を受けて、その工事

の在り方とか認識をしているという判断でいい

のかな。それは再度ちょっと聞きたい。 

 それともう一つ、住宅リフォームの関係で、

それ以外にも子ども子育てとか、高齢化とか、

バリアフリーとかいろいろなやつをしている。

これは別に否定はしないし、当然それはそれと

して進めていかなと。ただ、これだけではなか

なか進まない現状があるわけね。急激に何倍に

もなっている件数はないから、今後、昭和５６

年以前の耐震化工事も進めていかないかん、以

降のやつもやっていかないかん、いろいろなケ

ースが出てくると思うんですね。そういう点に

ついて、住宅リフォーム助成制度は、具体的に

検討を加えていく。別に、政策的な論点、子育

てとかだけじゃなくて、いろんな意味から――

るる僕は今まで言っているからもう説明しませ

んが、いろんな概念があるわけね。だから、是

非考えて、再度検討は加えていく必要があると

思うんだけれども、そこら辺の判断はどうでし

ょうか。 
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 以上、その２点。 

安部子育て住まい推進監 今質疑があった省エ

ネ講習会の受講実績について、手元に資料があ

りませんので、後ほど回答します。 

 あと、リフォームの取組の政策目的に対する

考え方ですが、やはり土木建築部としては、あ

る一定の政策目的に対して取り組んでいるので、

限りある予算の中で、今回については、子育て

満足度の日本一、健康寿命の日本一、耐震化の

促進、そういった政策目的にあわせて取り組む

ように考えています。 

堤委員 ありがとうございます。 

 住宅リフォームについては、大分県の中小企

業活性化条例があるわけでしょう。その中で、

商工観光労働部として中小企業の支援策を強め

ていきましょうと。考え方はどうなのかと、土

木建築部と商工観光労働部が一緒になって、や

っぱり検討すべきだと思う。その検討を是非し

てほしいんだけれども、それだけ最後に聞きま

す。 

安部子育て住まい推進監 今、堤委員からお話

があった中小企業活性化条例の趣旨についてで

すが、今回リフォームについても、一応県内企

業に限るという制限をかけているので、その活

性化条例の趣旨に沿ったものであると考えてい

ます。 

 今後も、条例を所管している商工観光労働企

画課とも連携協力をして、引き続き体制を継続

していきたいと考えています。 

清田委員 予算概要書９５ページ、港湾機能施

設整備事業費です。本事業費に佐伯港背後地の

取得費用は含まれているかと、取得に向けた進

捗状況と今後の見通しについて伺います。お願

いします。 

志賀港湾課ポートセールス推進監 港湾機能施

設整備事業費についてお答えします。 

 本事業については、佐伯港女島地区における

慢性的なヤード不足に対応するため、既存埠頭

用地の隣接地を取得する費用が含まれています。

これまで取得予定の土地所有者と協議を重ねて

きたところで、土地売買の合意に向け、最終の

詰めを行っています。合意できた後には、次に

開かれる県議会定例会への議案として提出する

予定です。 

 なお、契約が整い次第、速やかに造成工事の

着手に向けた準備を進めたいと考えています。 

清田委員 ありがとうございます。楽しみな答

弁でした。取得を表明していただいてから、若

干時間がたったかなという思いもあります。た

だ、相手の都合もあり、決裁に時間がかかる事

情もあろうかと思うので、また楽しみなニュー

スを心待ちにしています。土木建築部でよく御

存じの、かの有名な焼き肉店の女性店主も楽し

みにしているので、よろしくお願いします。 

猿渡委員 お疲れ様です。 

 まず、１６ページの共生のまち整備事業費に

関して、今いろいろな形でのバリアフリー化が

進んでいると思うんです。私が気になっている

のは、色覚に障がいのある方を含めた多様な方

に対する配慮をした整備を進めるべきではない

かと思っていますが、その状況はどうなのか教

えてください。当事者の意見を反映した形で進

めるべきだと思っています。 

 １８ページの建設産業女性人材確保・活躍推

進事業費の事業効果や成果について紹介いただ

きたいと思います。 

 私、成果発表会に参加して、大変勉強になり

ました。予算特別委員会のほかの部局審査でも、

ほぼ毎日このＢＬＯＣＫＳネタを紹介して、交

流やいろいろな面で改善していくべきじゃない

かと質疑しているところです。皆さんと交流し

た中で、やはり男女別のトイレ問題を結構言わ

れていました。また、生理休暇を取れています

かとか聞いたら、そこにいた７人全員が取った

ことがないと言っていました。そんなことを言

える雰囲気じゃないと言った方もいたんですね。

ですから、生理休暇を取りやすい環境づくりな

ど、今後さらに進めるべきではないかと思って

いますが、その点どうでしょうか。 

 次に、３１ページの道路維持修繕費は昨年５

億円ほど増やして、道路の草取りなどの整備を

充実していただいているのは大変ありがたいと

思っているんですけれども、さらなる充実が必

要ではないかと思っています。若干、５千万円
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ほど今回増額されているんですが、それがそう

いう意味なのか、違う内容なのか、お聞かせい

ただきたい。 

 ４１ページも同じで、河川海岸維持管理費、

この河川の草刈り等に対する要望が非常に強い

です。１，３２０万円ほど増えていますが、こ

の内容は何なのか。水害を心配する声や河川に

生えている木を切るのは、とてもじゃないけど

ボランティアでできないよという声もたくさん

あるので、その点は是非積極的に、さらに取り

組むべきだと思います。 

 また一方で、道路などの植木を充実してもら

いたいという声もあるんですけれども、そうい

う美化に対する要望にしっかり応えられるよう

に増額いただきたいと思いますが、どうでしょ

うか。お願いします。 

小野建設政策課長 私からは、共生のまち整備

事業費についてお答えします。 

 本事業は平成１２年度から開始して、高齢者、

障害者等の移動等の円滑化の促進に関する法律、

いわゆるバリアフリー新法や大分県福祉のまち

づくり条例に基づき、市町村や障がい者団体等

とも協議をし、現地調査を行いながら、優先順

位をつけ整備を進めています。 

 具体的には、これまで歩道の段差解消、視覚

障がい者用誘導表示などの歩道等改良に延べ約

１１８．１キロメートルを整備しています。ま

た、県有施設等のバリアフリー化などの改修を

１９７か所、色覚に障がいを有する方への対応

として、視覚障がい者用音響装置を４５４か所

の信号機に設置しています。 

 令和７年度は、別府市内竈の鉄輪亀川線など

の歩道改良を１０路線、国東総合庁舎のスロー

プ設置など県有施設の改修を６か所、それから、

大分市の乙津橋東交差点に視覚障がい者用音響

装置の設置をするなど１８か所を予定していま

す。 

今後も年齢、障がいの有無、その他の事情に

よって分け隔てることなく共生できる社会の実

現のため、多様な人に配慮したバリアフリー化

を進めたいと思っています。 

大谷土木建築企画課長 私からは、建設産業女

性人材確保・活躍促進事業費について、２点お

答えします。 

 まず１点目、事業の効果や成果です。建設産

業女性活躍に関する事業については、令和２年

度から実施しています。経営者の女性活躍に対

する意識改革のセミナーには延べ７５１名参加

いただき、女性の職域拡大のためのスキルアッ

プセミナーには延べ２６７名受講しています。

事務職員が現場でドローン撮影するほか、技術

職員が会社の広報を担当するなど、様々なロー

ルモデルが生まれています。 

 また、会社の垣根を越えたネットワーク、Ｂ

ＬＯＣＫＳ ＦＲＩＥＮＤＳには２月末時点で

１４７名登録されており、日常的なつながりに

より、就業割合の低い女性ならではの課題の共

有や不安解消、新たな気付きを得ることで、相

互の成長を促しています。また、ネットワーク

を通じて互いの会社を視察し、自社の職場環境

の改善に還元させる自発的な取組も行われてい

ます。加えて、猿渡委員にも御参加いただいた

先月開催したスキルアップセミナー受講生によ

る成果発表会には、２２２名もの方に参加いた

だきました。参加した学生５０名に女性が活躍

している建設産業の魅力発信や意見交換を行い、

就職の意識付けを行ったところです。また、昨

年度からＢＬＯＣＫＳ参加者の発案で、ロール

モデルを特集した家族や友人にも見てもらえる

広報誌、お手元にあるＢＬＯＣＫＳＹを高校等

へ配布するなど、建設産業の新たなイメージ発

信にも取り組んでいます。 

 こうした取組もあり、先月公表された県統計

調査課の新規学卒者実態調査によると、令和５

年度の女性新規学卒者の建設業への入職者は３

６名でしたが、令和６年度は５７名で２１名増

加しており、うち高校生は１３名増加していま

す。令和７年度は、土木建築系学科以外の高校

や大学等で出前講座を開催しＢＬＯＣＫＳ Ｆ

ＲＩＥＮＤＳが直接魅力を伝えることで、将来

の就職先として選択してもらえるよう強化して

いく予定です。 

 次に、二つ目のトイレの整備や生理休暇が取

りやすい職場づくりについてです。 
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 平成３０年度から建設産業就労環境改善・情

報発信支援事業において、事務所のトイレや更

衣室、シャワー室等の整備に５８件、２，１５

８万１千円を補助してきました。また、生理休

暇や育児休業制度等の導入のための就業規則の

見直しに要する経費についても延べ３５件、２

５０万２千円を補助しています。令和６年度か

らは、建設現場で男女が快適に使用できる仮設

トイレについても、工事の中で導入費用を計上

しているところです。 

 猿渡委員御指摘の生理休暇の取りやすい職場

づくりについても、令和７年度は企業の人事労

務担当者を対象に、女性が働きやすい労働環境

や処遇改善の必要性、取組方法についてのセミ

ナーを開催する予定です。 

 これまでの取組により、女性の意見を積極的

に取り入れ、働きやすい職場づくりを進めてい

る企業もあります。今後も、経営者のみならず

業界全体の意識改革を促して、女性や若者が活

躍できる産業となるよう取り組みます。 

成瀬道路保全課長 私からは、道路維持修繕費

についてお答えします。 

 令和６年度から令和７年度に約５千万円増額

しています。道路パトロール委託業務の契約更

新による単価構成の見直しや玖珠土木事務所と

中津土木事務所において、道路パトロール員の

退職に伴い業務を民間委託していることによる

５千万円の増額です。 

 今後も道路のパトロールを適正に行い、道路

の異常時等早期の発見に努めたいと考えていま

す。 

松尾河川課長 私から、河川海岸維持管理費に

ついてお答えします。 

 今回、増額の内容についてですが、県と企業

局が共同管理する芹川ダム及び北川ダムに対す

る負担金の増額によるものです。これは、両ダ

ムにカメラ画像配信工事を実施することによっ

て、ダムの安全確認機能を強化したものです。

水害に備えた草木の除去については、国土強靱

化予算等を活用して、河床掘削とあわせて実施

しています。 

 河川の美化につながる環境整備を目的とした

草刈りについては、御案内のとおりリバーフレ

ンド事業によりボランティア団体等の支援を行

っていますが、ボランティア団体等に対して今、

アンケート調査を実施して、支援の改善のため

の情報収集を行っています。 

 今後も地域の声をしっかり聞きながら、限ら

れた予算の中で良好な河川環境の維持に努めた

いと思います。 

猿渡委員 ありがとうございます。 

 色覚に障がいのある方は、黒と赤、緑と赤が

見分けにくい方が多いそうで、企画振興部の審

査でも言ったんですけれども、道路の電光掲示

板とかの黒い画面に赤い文字で表示する場合も

高速道路とかあると思うんです。それは見にく

いんじゃないかなと思って、そういうところも

今後また関係者の声を聞きながら連携を取って

いただけるとありがたいかなと思います。 

 ＢＬＯＣＫＳの取組、本当にいろいろな分野

で学んで広げていったらいいなと思っています。

私も大変勉強になっているので、また今後とも

学ばせていただきたいなと思っています。生理

休暇を取りやすい職場の雰囲気をつくっていく

ことも大事だと思うので、お願いします。 

 河川の草刈り、リモコンで操作できるのは今

年どこの土木事務所に配置されるのでしたっけ。

業者に頼む部分もあるんだけれども、思ったほ

ど進まないんですよね。もうこれで終わりです

かという区間で終わってしまうので、そこも是

非充実していただきたいと思います。河川の点

だけ答弁をお願いします。 

松尾河川課長 ラジコン式のリモコン草刈り機

についてですが、現在５台配備しており、６台

目を来年度早々に配備できるように今準備をし

ています。配備先は、日田土木事務所を予定し

ています。 

木田委員 予算概要１９ページの公正入札推進

事業費ですが、大分県入札監視委員会の運営に

ついてお尋ねします。 

 昨年２月に京都大学大学院経済学研究科教授

ら３名が発出している、大分県発注の公共工事

入札において談合が発生している可能性につい

ての資料があったと思いますけれども、この資
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料については同委員会へ報告されているのか。

また、この内容について大分県入札監視委員会

が今後何か審議することがあるのか、お尋ねし

ます。 

北野公共工事入札管理室長 大分県入札監視委

員会についてお答えします。 

 県が談合情報として取り扱う事案は、対象工

事の落札者や落札金額が明らかで、その内容を

証明するメモ等の具体的な物証がある場合であ

り、その際に入札監視委員会に意見を求めるも

のとしています。 

 京都大学教授らの研究グループによる通知は、

談合が発生したモデルとされる自治体と本県で

は、入札制度や発注規模等が大きく異なるほか、

特定の入札を指摘するものではないので、談合

情報としては取り扱っていません。このため、

この通知について入札監視委員会に対して意見

を求めてはいません。 

 これまでも適正な入札を周知徹底してきたと

ころですが、この機会に建設業協会に対して注

意喚起を行いました。この入札監視委員会で年

間を通じて入札契約状況を点検するなどしなが

ら、今後も適正な入札契約事務に努めます。 

木田委員 この資料を基に、業界に注意喚起を

したということですが、京都大学の教授が分析

しているので、あながち間違っていることはな

いと思うし、ある程度の傾向はつかめているん

だろうと思います。教授が仮説を立てて、その

検証の結果こういう傾向が見られるという資料

だと思うので、大分県入札監視委員会設置要綱

の第２条第１項で県の入札・運用状況について

報告を受けることとなっているし、参考として

示してもいいんじゃないかと思いますけれども、

いかがでしょうか。 

北野公共工事入札管理室長 さきほども申した

とおり、談合情報と判断するための特定の工事

名や業者名の指摘はありません。そのため、こ

の情報が談合情報であると覚知できないので、

審議に諮っても説明がつかない。中身について

も、その根拠が明らかになっていないし、分析

内容についても傾向が似ているという結果のた

め、審議するものではないとは思います。しか

し、こういった情報が来ていることについて、

入札監視委員会への情報提供を考えたいと思い

ます。 

木田委員 ありがとうございます。是非示して

いただきたいと思います。 

 この統計自体もそう複雑な統計ではないので、

これは継続して、大分県独自に統計を重ねてい

って。大分県入札監視委員会設置要綱に第２条

１項にあるように、入札・契約手続の運用状況

を入札監視委員会に報告するとあるので、継続

して提出していけば、これはある意味業界に対

する注意喚起にもつながると思うので、是非よ

ろしくお願いします。 

二ノ宮委員 ありがとうございます。２点につ

いてお聞きします。 

まず予算概要４２ページ、（単）緊急河床掘

削事業費についてです。事業概要では、河川周

辺住民の安全を確保するために、浸水被害の発

生した箇所等の河床掘削を実施するとあります

が、県内には浸水被害に遭っていないけれども

被害が想定される危険な河川が多く、河床掘削

の要望がたくさん出ていると思います。そのよ

うな河川の河床掘削の計画はどのようになって

いるのか、河床掘削の要望数と今後の計画につ

いてもお聞かせください。 

 それから、浸水被害が起こってからの掘削で

はなくて、起こる前に前倒しをしてでも事業を

進めるべきだと考えていますが、このことにつ

いてもお聞きします。 

 ２点目は、７３ページです。農業集落排水事

業費についてお聞きします。生活環境の改善を

図るための排水事業は、公共下水事業、それか

ら合併浄化槽設置事業とこの農業集落排水事業

の３事業で行われているし、国もそれぞれに補

助金等を出し、事業を進めていると理解をして

います。 

 小さな市町村での公共下水道事業が困難な中、

農業集落排水事業は農村部での効果的な事業だ

と思いますが、一つは、県内のこれまでの実施

状況と今後の計画についてお聞きします。それ

から二つ目は、料金設定の中に減価償却費を算

入していないところが多いと聞いていますが、
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今後大きな修繕や改修が必要となる中、県はど

のような指導をしているのか。また、助成制度

はどのようになっているのかをお聞きします。 

松尾河川課長 私から、（単）緊急河床掘削事

業費についてお答えします。 

 緊急河床掘削事業は、令和２年から令和６年

度の５か年計画を基に、浸水実績や背後地の資

産状況を考慮しながら実施してきました。 

 この実施にあたっては、浸水実績があった箇

所を優先してきたところですが、近年は浸水実

績がない箇所も、事前防災の観点から河床掘削

を行っています。令和７年度も２７河川で実施

予定ですが、そのうち１２河川については浸水

実績がない河川で実施をする予定です。現在、

新規箇所も含め１４０河川、２００か所程度の

要望がありますが、次期計画の中で要望箇所の

浸水実績、堆砂状況及び背後地の資産状況等を

精査しながら、実施の優先度を検討しています。 

高村公園・生活排水課長 私から、農業集落排

水事業費についてお答えします。 

 県内には、令和５年度末時点で１３市町４５

処理区の農業集落排水区域があり、生活排水の

処理が可能な人口は約２万６千人となっていま

す。なお、農業集落排水施設の計画区域の整備

は全て完了しています。 

 続いて、農業集落排水施設の更新に際し、施

設の再編や集落、施設規模や汚水処理方式の見

直しなど、大きな修繕を検討する場合は国の全

額補助により計画を策定することができます。

また、老朽化等が懸念される処理施設の改築の

要否を調査・検討する業務については、国が２

分の１、県が４分の１を補助しており、更新に

関わる設計や工事費は国が２分の１補助してい

ます。 

 なお、県では、生活排水処理事業の経営環境

における人口減少等を背景とした諸課題に対し、

令和４年度末に大分県生活排水処理事業広域化

・共同化計画を策定し、施設の統廃合など効率

的な管理を進めています。引き続き、持続可能

な生活排水対策を進めます。 

二ノ宮委員 ありがとうございます。 

 農業集落排水からいきますが、減価償却費を

取ることによって内部留保を持っておかないと、

大災害のときなど、なかなか対応ができないん

じゃないかと思っています。これ、なぜ入れて

いないかと聞いたんですけど、少しでも料金を

安く抑えたいということだそうです。そういう

ことで、是非健全な経営のためにも指導してい

ただきたいと思っています。 

 それから河床掘削ですけど、今回質疑したの

は、例えば由布市においても多くの要望を出し

ているんですけど、なかなか河床掘削は進まな

いと思っています。それと、一般質問でも総合

計画の中で人口減少とともに激甚化する自然災

害の対応が最重点課題だと知事答弁がありまし

た。そういう中で、令和７年度予算の中に積極

的に解消に向けて予算化するということも答弁

があったので、大変期待をしていたんですけど、

この河床掘削、それからその下にある広域河川

改修事業費もあまり大きな予算変化がないので

質疑しました。災害がもし起きたときは、特に

河川の氾濫等については、ニュース等の精神的

な苦痛や経済的な損失が計り知れないんじゃな

いかと思っています。是非、災害が起こる前に

前倒しをして事業を進めてもらいたいと思って

います。国土交通省の予算、国土強靱化の予算

等も使っていると思いますけど、是非もう少し

予算を増大しながら、早い時期にお願いしたい

と思います。よろしくお願いします。 

守永委員 ありがとうございます。３点ほどお

尋ねしたいと思います。 

まず一つが、予算概要２５ページの道路橋梁

調査費についてです。新規事業として、道路交

通情勢調査委託費が組まれているんですけれど

も、この事業の目的と具体的な内容について教

えていただきたいと思います。 

 ２点目が、５３ページのクルーズ船受入環境

整備事業費についてです。港湾の利用促進を図

るために、これまで寄港したことのない規模の

クルーズ船を受け入れるための航行安全検討と

いうことで、さきほど説明もあった佐伯港でど

のような検討を行うのか、具体的に教えていた

だければと思います。 

 ３点目が、８１ページのこどもまんなか住環
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境整備事業費についてです。子育て世帯向け戸

建て賃貸住宅を確保するためということで、民

間事業者による空き家を活用したモデル事業の

実施に必要な整備基準書を作成するとあるんで

すが、この事業が整備基準書を作ることでおし

まいなのか、別の事業かもしれませんけれども、

モデル事業としてそれをさらに何らかの取組を

行うのか。その辺、具体的に教えていただけれ

ばと思います。 

瀬戸道路建設課長 まず１点目、道路交通情勢

調査委託費についてお答えします。 

 道路交通情勢調査は、おおむね５年に１度、

国や各都道府県が一斉に実施する全国的な調査

です。目的としては、道路と道路交通の実態を

把握し、道路の計画、建設、管理などに活用す

る基礎資料とするためのものです。 

 具体的な調査内容としては、県管理道路の幅

員や車線数の把握を行う道路状況調査や各地点

の交通量を実測する交通量調査などがあります。 

志賀ポートセールス推進監 クルーズ船受入環

境整備事業費についてお答えします。 

 佐伯港においては近年、大型クルーズ船が年

１回程度寄港しています。これまでの実績で最

も大きなものは５万トン級の船舶です。現在、

１１万トン級の船舶が寄港可能かという問合せ

をいただいていますが、これまでの実績を超え

る大きな船舶なので、海上保安部など関係機関

と協議を行いながら安全性について検討を行う

必要があります。 

 具体的な検討内容ですが、入出港や係留時の

船舶の動きについて、映像を用いた速度やコー

スなどシミュレーションを行います。これを夜

間の航行も含めて複数パターンにわたって実施

して、安全な接岸、係留のための条件を設定す

るものです。 

 引き続き、港湾の利用促進及び地域の観光振

興に向けて、大型クルーズ船の需要に対応した

受入環境の整備に努めたいと思います。 

安部子育て住まい推進監 私からは、こどもま

んなか住環境整備事業費についてお答えします。 

 本事業は、こどもまんなかまちづくりの施策

として、子育て世帯向け戸建て賃貸住宅の普及

を目指して取組を進めるものです。本モデル事

業は、民間事業者が行う空き家を活用した低廉

な子育て世帯向け賃貸住宅の整備のうち、モデ

ルとなるような取組を県が募集、選定し、その

実現に向けて県と市町村が連携して支援を行っ

て、同様な取組を県内に広めていこうというも

のです。モデル事業の実施主体は土木建築部と

なります。モデル事業自体は令和８年度からの

開始を考えていますが、令和７年度については、

その実施に必要な各種基準を定める整備基準書

を作成するように考えています。現在想定して

いる基準の項目は、子育て世帯向けの戸建て賃

貸住宅として必要な広さや間取り、安全対策等

です。 

 また、県内では、既に空き家を活用している

事業者が複数いて、その多くが小規模事業者と

なっており、空き家の取得等の契約手続や家賃

設定、その後のアフターフォローの在り方など、

空き家を活用した賃貸住宅整備に関する法令上

の規制について学びたいという意見が多く寄せ

られています。そのため、参考基準として各種

契約の手続に関する法的なルール、先進事例等

を踏まえた家賃設定、アフターフォローの在り

方についても提示していこうと考えています。 

 なお、本事業の推進にあたっては、連携協定

に基づく東京大学高齢社会総合研究機構のノウ

ハウも活用しながら、県内の子育て関係団体や

宅地建物取引業者、空き家の活用実績のある事

業者等と意見交換を行って整備基準書を作成し

ていくことを考えています。 

守永委員 ありがとうございます。 

 道路交通情勢調査委託費については、どのよ

うなことを調査するのかと５年に１度やってい

る状況は分かりましたが、実際５年に１度調査

をする中で、県の土木未来（ときめき）プラン

といった具体的なプランに反映させていくのか、

どういうタイミングでそういった計画の見直し

等に関連するのかが分かれば、また教えてくだ

さい。 

 それと、クルーズ船に関しては状況がよく分

かりました。特に１１万トン級の係留の可否に

ついて問合せがあったということで、ある意味、
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佐伯地域への集客についての様々なプランに影

響すると思うので、いろんな方々の意見を聞き

ながら、是非検討を行っていただければと思い

ます。 

 あと、こどもまんなか住環境整備についてで

すけれども、令和８年からの事業に向けて準備

や調査研究を進めていくのだと思います。これ

までもいろんなやり方はあったと思うんですが、

それを踏まえた中で、若い方々にどういう住環

境が整えば世帯を持って子どもを産み育ててい

けるのか、間取りそのものだけでなく、周辺に

どういうものが必要かといった部分もあわせて

検討していくと思います。より若い方々が県内

に住めるような環境整備に役立てていただけれ

ばと思うので、よろしくお願いします。質疑は

１点だけ。 

瀬戸道路建設課長 道路交通情勢調査の土木未

来プラン等への反映ですけれども、まずこちら

の道路交通情勢調査は、さきほど申したとおり

基礎的な調査として現況の課題、あとは国でこ

のデータを用いて将来の交通量の予測等を行う

ものです。そういったアウトプットを基に、各

道路管理者において、短中長期の対策を検討し

ていく流れです。 

 その中で県としても、当面対策すべき箇所や

長期的に取り組んでいくべき箇所、そういった

ところの方針に変更があったら、土木建築の土

木未来プランとか、あと道路の部門計画の道構

想とかにも適宜反映していきたいと考えていま

す。（「ありがとうございます」と言う者あり） 

福崎委員 ありがとうございます。私から、３

点質疑したいと思います。 

 まず、予算概要１６ページの地域の安心基盤

づくりサポート事業費について、これは予算概

要３３ページのクリーンロード支援事業費にも

関係している内容です。このサポート事業でボ

ランティア等の地域活動を支援する作業環境の

整備や資機材貸与などを実施するとありますが、

どのような支援を行っているのか。また、ボラ

ンティア団体へ報償金が支給されているならば、

物価高騰の影響も考慮し、報償金の増額見直し

等を考えていないのか、お尋ねしたいと思いま

す。 

 ２点目ですが、予算概要３１ページの道路維

持修繕費についてです。道路の草刈り等につい

ては、さきほど猿渡委員の質疑でもありました

が、増額をしていただいて感謝しています。し

かし、車道脇に土や砂がたまり、草や樹木が生

えて見苦しい状態になっているところを多く見

受けます。特に交差点です。昔は定期的に土砂

の除去を行っていたと私は記憶していますが、

現在はどのように対応しているのか、お尋ねし

たいと思います。 

 それから予算概要８４ページの（公）県営住

宅建設事業費及び（公）既設県営住宅改善事業

費、それぞれ関連があるので一括して質疑しま

す。大分県公営住宅の省エネルギー工事の推進

及び内部改修時等における断熱化等の方針があ

り、新築時には原則として高効率給湯器を導入

すること、また改修時においても高効率給湯器

の導入を検討することが示されていますが、高

効率給湯器にはガスや電気などエネルギー様々

なものがあります。選択の基準などがあるのか、

また選択にあたってどのような検討がされてい

るのか、お尋ねしたいと思います。 

小野建設政策課長 私からは、地域の安心基盤

づくりサポート事業費についてお答えします。 

 本事業は河川、砂防、港湾などの公共土木施

設に関する県民の要請に対し、業者への委託、

作業環境の整備や資機材の貸与等による地域の

活動支援などにより迅速に対応を進めています。 

 作業環境の整備としては、地域の方々が自主

的に河川内の草刈り作業をするときの負担軽減

や安全対策として進入路にステップ・階段を設

置しています。資機材の貸与については、小学

校が社会事業の一環で、河川愛護活動として学

校前の河川の草刈りなどを土木事務所や建設業

協会の職員と一緒に協働で実施する際に草刈り

機を貸与したり、河川から民地へ侵入してくる

草を刈るために鎌を貸し出したりしています。

なお、この事業では、そうした作業の負担軽減

を目的に実施しているので、ボランティア団体

等への報償金等の支払は行っていません。 

成瀬道路保全課長 私からは、道路維持修繕費
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についてお答えします。 

 道路の維持管理においては、日常パトロール

によって道路の異常などを早期に発見し、小規

模な枝打ちや道路脇の土砂撤去等の作業を実施

しています。しかし、交通量が多い区間や土砂

だまりが著しい区間については、委託による作

業が別途必要です。今年度は、大分土木事務所

管内でロードスイーパーと呼ばれる専用の車両

を用いて作業を行っています。 

 具体的には、大分臼杵線の大分インター入口

交差点から椎迫入口交差点までの約１．８キロ

メートルの区間、また国道２１０号の大道入口

交差点から羽屋交差点までの約２．７キロメー

トルなど、全体合計５路線で約１７キロメート

ルにおいて作業を実施したところです。今後も

適切な維持管理に努めたいと考えています。 

後藤公営住宅室長 私からは、（公）県営住宅

建設事業費及び（公）既設県営住宅改善事業費

についてお答えします。 

 県では、県営住宅の新築及び改修において省

エネルギー化に積極的に取り組んでおり、その

一環として高効率給湯器を導入しています。高

効率給湯器の種類にはガスや電気などがあり、

その選択にあたって明確な基準はありませんが、

設置スペースが十分にあるか、使用電力量の見

直しの必要性等を検討して導入を判断していま

す。 

 なお現在、県営住宅建設事業で建て替え中の

明野住宅は、ＰＦＩ事業として設計を含めた一

括発注を行っており、高効率ガス給湯器を採用

することとなっています。また、既設県営住宅

改善事業で実施している高齢者住戸の改善や子

育て世帯向け住戸改善においても、給湯器の設

置スペースに限りがあることなどから、よりコ

ンパクトな仕様である高効率ガス給湯器を選択

しています。 

 今後も引き続き、低廉な家賃で快適な住環境

を入居者に提供できるように、県営住宅の整備

に取り組みたいと考えています。 

福崎委員 ありがとうございました。 

 サポート事業については、報償金対象じゃな

い事業ということでした。道路の管理、それか

ら河川の管理事業、さきほど言ったクリーンロ

ード支援事業などは報償金を支払っているので、

この報償金について、さきほども言いましたが、

いつ今の金額を決めたのか、その根拠は何なの

か、今の実情とどう違うのかをもし分かれば説

明していただいて、上げないなら上げない、上

げるなら上げるという回答を求めたいと思いま

す。 

 それから、道路維持管理ですが、作業してい

るのは分かるんです。例えば地域の方が、あま

りにも交差点の土砂が見苦しいので除去した場

合、それは産業廃棄物扱いになるんだと思うん

ですが、それは県が回収に来てくれるのかをお

答えいただきたいと思います。作業はしたが県

は全く回収に来ません、自分たちで処理してく

ださいみたいな話をされるケースがあったと過

去聞いています。管理している県としてはあま

りにも無責任ではないかと私は感じているので、

その点についてお答えください。 

 それから県営住宅の件ですが、これからカー

ボンニュートラルに向けて県民全員が取り組ん

でいかないといけないと思うので、県は県民に

対しても、カーボンニュートラルの実現に向け

て様々な取組を要請していくんじゃないかと思

います。 

 その中で、例えば公営住宅の施設を使ったと

きにＣＯ２が排出される環境であれば、どれだ

け使用者がＣＯ２削減に向けて努力しても、そ

こに設置されている機器とか設備によってＣＯ

２が排出されてゼロにならないので、いわゆる

県が整備する施設については、カーボンニュー

トラルに向けてＣＯ２排出ゼロになる施設整備

をしていくべきと考えますが、その件について

どうお考えなのか、見解をお聞きしたいと思い

ます。 

松尾河川課長 私から、河川の草刈りについて

回答します。 

 現在、ボランティア団体等の支援として１平

方メートル当たり８円の報償金を支払っていま

す。この８円に設定したのは、平成２９年に１

平方メートル６円から８円に２円の単価を上げ

たところです。８円の根拠についてですが、軍
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手代とか肩かけ式の草刈り機に要する経費等々

を考えて、８円という単価を設定しています。 

 さきほどの答弁と繰り返しになって大変恐縮

ですが、ボランティア団体にこれからも河川の

美化の活動を継続してやっていただきたいと思

っています。その支援として今、アンケート調

査をしており、ボランティア団体から寄せられ

た御意見、御要望等を分析しています。この内

容を見て、継続していただくために有効な手段

がほかにもないのかしっかり検討して、何らか

の形で反映していきたいと考えています。 

成瀬道路保全課長 私からは２点、まず１点目

が、クリーンロード支援事業についての単価設

定です。 

 この事業においては、平成１８年に１平方メ

ートル当たり８円の単価を採用して、現在もこ

の金額です。我々も福崎委員御指摘のように、

道路と河川で場所は違いますけれども、ほとん

ど内容は一緒なので、単価の見直しについても

同様に考えなければいけないと思っているとこ

ろです。河川のリバーフレンド事業で今アンケ

ートを実施しているので、我々もその内容を見

ながらまた考えていきたいと思っています。 

 続いて、土砂の撤去をした後の回収について

です。当然我々はやらないといけないと思って

いるんですが、なかなか予算の関係等もあり、

行き届かないところがあって、地元の方に御協

力をいただいている面も多々あると思います。

御指摘のように、撤去したものについて回収が

できないとは考えていません。そういう事案が

あったら所管の土木事務所に申し出ていただけ

れば対応するので、どうぞよろしくお願いしま

す。 

後藤公営住宅室長 カーボンニュートラルの取

組についてです。 

 現在、カーボンニュートラルの実現に向けて

県営住宅の取組としては、主に新築で行ってい

ます。具体的に言うと明野住宅ですが、そちら

は住棟全体で２０％以上のエネルギー消費率を

削減することができるので、ＺＥＨ Ｏｒｉｅ

ｎｔｅｄという基準でやっています。引き続き、

今後も新築工事を行う場合には、そういった考

えの下、進めていきたいと思っています。 

福崎委員 最後に要望ですけど、河川とか道路

のボランティア、一度皆さんも参加されてみた

らいいと思うんです。どれだけ大変なのか。そ

して、どれだけの自治会の皆さんが費用を出し

ているかを考えていただければ、さきほど言っ

た１平方メートル当たり８円が今の単価として

ふさわしいのかどうかは一目瞭然だと思います。

そこら辺しっかりと考えていただいて、やっぱ

りボランティアの皆さんの気持ちに応えられる

ように県もしっかりと考えていただきたいと思

います。アンケートでは分からない部分がある

ので、是非ともボランティアに一度参加してみ

てください。要望しておきます。 

高橋委員 よろしくお願いします。 

 予算概要の８８ページ、私からは１点だけ、

県有建築物防災対策推進事業費７億４，８９６

万８千円です。今回その対象となるのが、高さ

が６メートルを超え、かつ天井面積が２００平

方メートルを超える県有施設と結構具体的に出

ているんですけれども、この対象となる県有施

設は何かと、その耐震化の工事期間はどのくら

いを想定しているのか、お尋ねしたいと思いま

す。 

後藤施設整備課長 私から、県有建築物防災対

策推進事業費についてお答えします。 

 対象となる県有施設は、県庁舎本館の正庁ホ

ールやｉｉｃｈｉｋｏ総合文化センターのｉｉ

ｃｈｉｋｏグランシアタなど、県内１２の施設

です。吊り天井耐震化については、平成２５年

に行った建築基準法施行令の改正の中で天井材

の脱落防止措置が義務付けされたのを受けて、

平成２６年度からスタートしたものです。既に

１２施設のうち１１施設は工事完了済みです。 

 なお、現在は最後の対象施設となる別府国際

コンベンションセンター――ビーコンプラザの

工事を行っており、令和８年７月に全て完了の

予定です。 

高橋委員 ありがとうございます。 

 今回は、高さが６メートルを超えて天井面積

云々とあるんですが、それ以外にも耐震化工事

が必要な施設はないというか、そういう計画は
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ないのかどうか。 

後藤施設整備課長 建物の耐震化については、

平成２４年から平成２８年に地方の総合庁舎の

耐震化を行っており、平成２３年から平成２９

年に設備施設の耐震化の工事に取り組んでいま

す。また、保健所については、平成３０年度か

ら令和３年度までの間に非常用電源設備等の設

置を行ってきました。今のところ、吊り天井の

耐震化に対する工事は一通り行われたと考えて

います。また、今後必要な箇所があったら検討

の上、取り組みたいと考えています。 

高橋委員 ありがとうございます。 

 近年、特に南海トラフ地震について、かなり

強く言われてきているし、毎年のように強い地

震が起きているので、そういう危険箇所につい

ても今後いろいろ調査をした上で、必要とあれ

ばしっかりとした耐震工事に取りかかっていた

だければと思います。よろしくお願いします。 

御手洗（朋）委員 それでは、予算概要の８１

ページの住宅耐震化総合支援事業費です。さき

ほど堤委員からも質疑があったので、これまで

の実績等については割愛をしますが、県が出し

ている木造住宅の耐震化補助制度の御案内とい

うパンフレットの中には、耐震アドバイザー派

遣の対象が平成１２年５月以前に着工の住宅で

あるのに対して、耐震診断や耐震改修の対象は

昭和５６年５月以前の着工となっているので、

ここで違いを設けている理由を教えていただき

たいと思います。 

 それと、昭和５６年５月以降の対象になって

いない方から、いつになったら自分たちの補助

の順番が回ってくるのかとよく聞かれます。さ

きほどあったように、昭和５６年５月以前着工

の住宅が非常にたくさんあることは十分分かっ

ているんですけれども、今日も地震があって、

やはり現時点で不安だ、耐震改修を行いたいと

考えている方がたくさんいます。この昭和５６

年５月以降の着工で住んでいる方、耐震改修を

やりたい方に関して、もう一緒にやっていかな

いと間に合わないんじゃないかと思っているん

ですけれども、その点についての御見解をお願

いします。 

安部子育て住まい推進監 お答えします。 

 御手洗朋宏委員から御質疑のあった耐震アド

バイザー派遣については当初、対象を昭和５６

年５月以前の着工としていました。しかしなが

ら、熊本地震を受け、昭和５６年以降の住宅所

有者からも地震に対する不安の声が一定程度あ

ったので、その不安解消に向け、対象とする住

宅を現在の耐震基準を満たしていない可能性の

ある平成１２年以前の住宅へと拡大したところ

です。 

 一方、耐震診断と耐震改修については、過去

の地震被害調査において、昭和５６年以前に建

てた木造住宅の方が倒壊、崩壊する割合が非常

に高いと判明していることから、その耐震化を

最優先課題として対応しています。来年度は、

より一層その耐震化を促進するために、補助制

度の拡充に加えて、低コスト工法の普及も考え

ているので、その事業に注力していきたいと考

えています。 

御手洗（朋）委員 ありがとうございます。 

 言っていることはすごくよく分かるんですけ

れども、実際にアドバイザーに来てもらって、

ちょっとここは補修したほうがいいですよ、で

も補助金は出ませんよというのは、ちょっと話

がおかしくなるんじゃないかなと思っています。 

 それで、実際に対象になっている昭和５６年

５月以前の建物、大変多いのは十分分かるんで

すが、実際にそこに住んでいる方がどれぐらい

いるのか、そして、そこに住んでいる方は今後

ずっと住み続ける意思をお持ちなのか。耐震が

進んでいないと言われるんですけど、やっぱり

そこまで精査していかないと、いつまでたって

も進まない。時間だけどんどん過ぎて、いざ事

が起きたら大ごとになることも想定されるんじ

ゃないかなと強く思っています。避難所の課題

もありますが、やはり避難しなくても、家が壊

れなければそこでまた暮らしていけます。倒壊

してしまったらもう元も子もないので、実際に

県民がどういった思いを持っているかも精査し

ながら、この事業をしっかり進めていただきた

いと思います。以上、要望です。 

佐藤委員 ありがとうございます。 
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 ３１ページ、（単）交通安全事業費です。県

管理道路の歩道において歩行者用の照明設備の

必要性を感じています。以前、問合せしたこと

があるんですけれども、基本的には歩道の照明

は既存道路での設置はできないとの回答でした。

照明設備設置のための根拠、それから基準とい

ったものがあれば教えていただきたいと思いま

す。 

成瀬道路保全課長 私から、照明設置の基準等

についてお答えします。 

 まず道路照明は、夜間において明るさが急変

する場合に道路の状況、交通の状況を的確に把

握し、必要かつ良好な視環境を確保するために、

道路交通の安全・円滑を図ることを目的に設置

するものとされています。この設置の根拠や基

準として、公益社団法人日本道路協会での道路

照明設置基準によるとなっているので、それに

準じて我々も施工をしています。原則、まず車

道の連続照明は交通量が日約２万５千台の箇所、

また局部照明は信号機の設置された交差点や横

断歩道、橋梁部などの箇所に設置することが望

ましいとされています。 

 御質疑の歩道の照明については、高齢者、障

害者等の移動等の円滑化の促進に関する法律、

いわゆるバリアフリー新法があって、この法律

に基づいて、各市町村が重点整備地区のような

特別な状況にある歩道等において、歩行者等の

交通の安全かつ円滑な移動を確保するため、必

要に応じて照明施設を設置できることとなって

います。 

佐藤委員 ありがとうございます。 

 多分、この基準当時よりも車の照明やいろん

な街灯の関係もあって、状況はかなり変わって

きていると思います。それと、そもそも車道に

必要なのかも、ちょっと私は疑問を感じていま

す。今、ハイビームの推奨ということで、昔の

自動車免許を取るときの基準とは少し変わって

きているところもあって、あれは歩道を歩いて

いる人間はすごく迷惑なんですよね。本来は都

市部でハイビームするべきじゃないとも思うん

ですが、いろんな考え方が出てきているので、

今後ちょっと検討の余地をいただければと思っ

ています。また別途お願いしたいと思うので、

よろしくお願いします。 

麻生委員 ３点伺います。 

 まず、８０ページの宅地建物取引業指導費及

び８１ページの住宅耐震化総合支援事業費に関

してです。一般質問でも聞き、ただいまのやり

取りにもあった１９８１年から２０００年の間

の木造建築物の耐震化についてです。答弁にお

いて、低コスト工法の普及や国の簡易な耐震検

証法の周知徹底を図るということで、特にリフ

ォーム事業者への周知徹底を図ると伺いました。 

 しかし、実際には専門的過ぎるので、一般社

団法人大分県建築士事務所協会とか公益社団法

人大分県建築士協会、あるいは宅地建物取引業

法に伴う年４回の法定研修が義務付けられてい

る協会とかを使って周知徹底することも大事で

はないかなと思っています。その辺の具体的な

周知方法について伺います。 

 ２点目は港湾管理費に関して、大分市から令

和７年２月２６日にこのような要望書を県にい

ただいているかと思います。そのうち、Ⅱ大分

市重点事業の推進及び財源確保について、１６

番に西部海岸地区の賑わい創出に関する船だま

りの整備についてという要望があります。この

中で大分港西大分地区にクルーズ船、これは小

型ナイトクルーズ船が主だと思いますけれども、

こういったものの発着ができる船だまりの整備

をしてほしいという要望で、これについての課

題整理や進捗状況についてお答えください。 

 ３点目は７５ページの大分スポーツ公園等管

理運営事業費についてです。使用料及び手数料

に関して一般質問でも指摘をしましたが、クラ

サスドーム大分の株式会社大分フットボールク

ラブに対する年間減免額についてもう一度お答

えください。 

 あわせて、当然それに伴う補填財源を一般財

源からいくら想定しているのかもお答えくださ

い。また、２分の１減免時と現在の大分フット

ボールクラブの経営状況の違いは、どう認識さ

れているのか。 

また、ラグビーの横浜キヤノンイーグルスは

セカンドホームになっていますけれども、あそ
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こは全く減免していないということで、以前は

３試合やっていたのが、今は年間１試合か２試

合しか来ていないことについての認識を伺いま

す。 

安部子育て住まい推進監 私からは、住宅耐震

化の周知についてお答えします。 

 県では住宅耐震化の啓発を目的として、市町

村や関係団体の関係者と連携し、年１０回程度、

県内各地で耐震キャラバンを実施しており、そ

の中で低コスト工法や簡易な耐震検証法につい

て広く県民に周知を図っています。 

 また、事業者に対してですが、県や関係団体

などで組織する大分県リフォーム推進協議会、

その各種セミナー等で簡易な耐震検証法を紹介

していくとともに、低コスト工法については、

より一層の周知を図るために、来年度は実寸大

の模型を用いた講習会を開催する予定としてい

ます。こういったことを活用して周知に努めて

いきたいと考えています。 

志賀ポートセールス推進監 港湾管理について

御質疑をいただきました。 

 大分市は、民間事業者による工場夜景クルー

ズの実施を目指して、令和５年度と令和６年度

に実証実験を行い、需要や効果の検証を進めて

きました。令和７年度も実証実験を引き続き行

うと伺っています。県としても、既存の岸壁利

用など、引き続き協力をしていきます。 

 また、船だまりの整備の要望については、こ

れまでの実証実験により判明した課題として、

環境整備が必要との考えから、この度の大分市

の要望提出に至ったと認識しています。 

 一方で県としては、民間事業者の利用見込み

が立っていない状況では、船だまりの実施は時

期尚早であり、まずは工場夜景クルーズを実施

する民間事業者の掘り起こしが重要ではないか

と大分市にもお伝えしています。将来に向けた

工場夜景クルーズの民間実施については、これ

までと同様に連絡調整を密に行いながら、大分

市が実施を検討している各種の調査に関しても、

引き続き相談・協議を行いたいと思っています。 

高村公園・生活排水課長 私から、大分スポー

ツ公園等管理運営事業費についてお答えします。 

 クラサスドームの大分フットボールの年間免

除額については、令和６年のＪ２リーグ１９試

合において９，４５０万５千円を減免している

ところです。 

 また、麻生委員のおっしゃったラグビーの横

浜キヤノンイーグルスの１試合については減免

を行っていない状況です。３試合が１試合にな

ったという原因については、施設管理者である

当部で今把握していません。企画振興部等と分

析をしていきたいと思います。 

麻生委員 まず耐震化ですが、要は接合部分の

強化は低コスト工法でできるので非常にいいな

と思っているんですが、そういったことを実際

にやる工務店、あるいは技術者の育成、発掘を

どうやっていくかということも課題であろうと

思います。もっと言うと、一人親方でも、これ

に特化してやってくれる人が出てくれば、一気

に進むのかなと思っているので、取組の強化を

お願いしておきたいと思います。 

 ２点目の西大分港の船だまり、特に冬場の北

風が強いものですから、そういった部分も含め

て、一番別府湾側のクルーザーの止まっている

付近を使えるようにやっていくことが優先だと

思います。一般社団法人大分港清港会とかいろ

んなところの協力も得ながら、是非サポートを

お願いします。 

 ３点目についてですが、いわゆる使用料の中

で、試合のときに使っている飲食とか物販とか、

ああいった使用料収入はどこに入っているんで

しょうか。それだけ確認します。 

高村公園・生活排水課長 物販をやっていると

ころのお金ということですかね。物販を出して

いるところに入っている状況です。（「県の収

入になっているんじゃないか」と言う者あり） 

 そこはちょっと分からないので、また再度。 

麻生委員 ２分の１減免とか、そこの部分もま

だ企画振興部と確認して答弁を求めたいと思い

ます。そして、そういった物販等も含めて、や

っぱり最低限しっかりと今後の維持管理、メン

テナンスのための費用は、コストとして必要な

部分は取るべきだと、そのことを強く言ってお

きたいと思います。 
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 最後に住宅対策について、年間何億という５

か年加速化対策の財源を確保し、事業として新

たに取り組んでほしいと要望としておきます。 

大友委員長 ここで、答弁漏れと答弁の修正を

行いたい旨の申出があったので、これを許しま

す。 

 まず、堤委員の質疑についてです。 

安部子育て住まい推進監 さきほど堤委員から

質疑があった各種講習会の実績についてですが、

昨年度の実績としては、大分県内７会場で各２

回の実績があります。その中で、受講された方

は、設計する建築士も含めて３１１名という数

字が出ています。それに加えて、国でも今回の

法改正に伴うオンラインの講座や説明会を開い

ており、そちらでも全国的にも周知を図ってい

ます。 

 そして、さきほども説明しましたが、国では

サポートセンターを設置しており、４月以降も

継続して取り組んでいく予定としているので、

そちらの状況を注視しながら、設計される方や

施工される方に迷惑がかからないよう考えてい

きたいと思います。 

大友委員長 次に、福崎委員の質疑についてで

す。 

松尾河川課長 リバーフレンド事業の１平方メ

ートル当たり８円の単価の見直しの時期につい

て正確性を欠いていたので、追加で答弁します。 

 リバーフレンド事業は従前、大分市のみを対

象にしており、令和２年までは大分市を除く各

市町村に対しては市町村草刈り委託事業として

お願いをしていました。さきほど平成２９年と

申しましたが、そのときは市町村草刈り委託事

業です。１平方メートル当たり６円と申した根

拠については、当時、それぞれ市町村が単価を

設定しており、確か１平方メートル当たり６円

でやっていたのを記憶していたもので、６円か

ら８円と答弁をしたところです。リバーフレン

ドの単価８円については平成２０年に設定をし

て、それ以後改定はしていません。大変申し訳

ありませんでした。 

大友委員長 以上で、事前通告者の質疑を終了

しました。 

ほかに御質疑のある方は、挙手をお願いしま

す。 

木付委員 通告していませんが、令和７年度の

予算が成立すると、４月から各土木事務所で事

業の着実な執行をしていかなければなりません。

その中で、土木建築部の事業は予期せぬことが

あるわけで、例えば日田山国道路の１号トンネ

ルの避難坑の異常出水とか、そういうことがた

まにあるわけです。それを解決するには、やは

り土木建築部で培った技術、そして土木建築部

の皆さんの経験が物を言うんじゃないかと思っ

ています。 

 そこで五ノ谷土木建築部長と岸元審議監にお

尋ねしますが、今までの土木行政の中で大変だ

った事業、そしてそれをどのように解決し、そ

の後いかしていったかをお尋ねしたいと思いま

す。 

五ノ谷土木建築部長 大変だった事業というこ

とですが、私この県職員生活で土木事務所を４

か所回っています。その中で、中津日田道路の

中津三光道路のちょうど東九州道と接続する中

津インターチェンジの改良事業が一番大変だっ

たと記憶しています。 

 今おっしゃられたような経験や技術、私ども

も現場と本庁と行ったり来たりで、技術的には、

まだまだ未熟なまま県職員を終わろうとしてい

ます。主には私、道路改良事業や保全関係、そ

れから災害復旧を担当していたんですが、技術

的なこともさておき、やっぱり地域の方々との

合意形成というか、例えば土地所有者との契約

や維持管理の関係などで、なかなか御理解を得

られない状況で大変苦慮した覚えがあります。

さきほど福崎委員からも話がありましたけれど

も、地元の方が一生懸命頑張っているのを我々

も気付かないで、ついつい失念してしまってい

る状況があったのかもしれません。本当に申し

訳なかったと思っていますけれども、そういっ

たところで私ども、地域の方に一生懸命寄り添

っていかなければいけないと思っています。 

 本定例会の第３３号議案で大分県土木建築部

の長期計画の策定を提案しています。おおいた

土木未来プラン２０２４です。この計画では、
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長期計画には珍しいんですが、土木建築部職員

の行動規範というか、こういうふうに土木建築

部職員は行動すべきだと明示しています。土木

未来宣言、土木未来行動指針とうたっています。

また、お手元に冊子が届いたら、巻末にあるの

で見ていただきたいんですけれども、まずは現

場に駆けつける、そしてよく現場を見て、地元

の方々の意見をよく聞いて、さらに改善に努力

するといった内容です。 

 私どもはそういう行動規範を持って一生懸命

やっているんですけれども、一方で、さきほど

の御指摘のあったように、なかなか至らない点

もあります。また土木事務所は今、若い職員が

多いです。今日が人事異動の内示日ですが、異

動すると経験や知識のない職員が多くいます。

我々も一生懸命育成をしているんですが、まだ

まだ足りない点があるので、そういった行動指

針をしっかり頭に入れながらやっているので、

委員の皆様におかれては、大所高所から土木事

務所の職員の御指導、御鞭撻を今後も賜りたい

と思っています。 

 すみません、ちょっと答えにはなっていない

かもしれませんが、どうぞよろしくお願いしま

す。 

岸元審議監 私も部長と一緒で、中津日田道路

でかなり苦労した記憶があります。昨年起きた

トンネルの湧水ですが、実は私も担当している

トンネルで突発的な湧水が発生したことがあり

ました。それから部長と一緒で、なかなか地元

の方々が計画に御同意をいただけないこともあ

りました。 

 こういう大きな課題に対して、私は恐らく恵

まれていたと思うんですけれども、上司や同僚

が非常に親身になって私の課題に力を貸してく

れたので、何とかこのような課題を乗り越えて

こられたと思っています。やはり個の力でいろ

んな問題を解決するのは難しいと思っています。

特に、さきほど部長が申したように、最近、若

い職員が非常に多くなっています。なかなか経

験の足りない職員が多くなっています。やはり

ここを補うためには、みんなでいろんな知恵を

出しあって、協議、解決策を模索していくこと

が大事だと思っています。 

 こういう意味で、私も組織運営においては、

職員の議論を呼び起こすというか、いろんな方

々の知恵を借りる組織運営をしてきたつもりで

す。今後も、土木建築部の組織としては、いろ

んな課題に取り組みたいと考えているので、委

員の皆さんにも御支援を賜れればありがたいと

思います。どうもありがとうございました。 

木付委員 これからも土木建築部の応援をよろ

しくお願いします。どうもありがとうございま

した。 

大友委員長 ほかに質疑はありませんか。 

  〔「なし」と言う者あり〕 

大友委員長 ほかに質疑もないので、これをも

って土木建築部関係予算に対する質疑を終わり

ます。 

 暫時、休憩します。 

お疲れ様でした。 

午前１１時５３分休憩 

          ――――――――――― 

           午後 １時００分再開 

今吉副委員長 休憩前に引き続き、委員会を開

きます。 

 これより、病院局関係予算の審査に入ります

が、説明は主要な事業及び新規事業に限り、簡

潔かつ明瞭にお願いします。 

それでは病院局関係予算について、執行部の

説明を求めます。 

井上病院局長 本日、病院局に関して審査いた

だく予算議案は、第１１号議案令和７年度大分

県病院事業会計予算ですが、本予算の説明に先

立ち、第１号議案令和７年度大分県一般会計予

算のうち、福祉保健部が所管している県立病院

対策事業費の概要を御説明します。 

なお、タブレット画面右下に青い通知が出た

らタッチしていただくようお願いします。 

タブレットのファイルの令和７年度病院局予

算概要に沿って御説明します。 

それでは、資料の３ページをお開きください。 

表の左、事業名、県立病院対策事業費の令和

７年度の予算額は１６億６，０９１万円です。 

表の一番右、事業概要欄を御覧ください。二
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重マル、病院事業会計負担金は１６億５，９７

５万円です。 

これは、県立病院が行う精神医療センターや

総合周産期母子医療センター、救命救急部門な

ど政策医療の不採算部門の運営や施設・設備の

建設改良に充当した企業債の償還に必要な経費

などについて、地方公営企業法に基づき、一般

会計から支出するものです。 

前年度の当初予算額と比較すると、一般会計

からの負担金が約２億７千万円の増額となって

います。なお増額の主な要因については、物価

高騰や賃金上昇に伴う政策医療に要する費用の

増加によるものです。 

また、その下の二重マル、県立医療施設整備

基金積立金１１６万円については、福祉保健部

が所管している県立医療施設整備基金の運用利

息を積み立てるものです。 

以上で、一般会計予算のうち県立病院対策事

業費の概要の説明を終わります。 

続いて、令和７年度大分県病院事業会計予算

について御説明します。議案書では６８ページ

からになりますが、本予算についても引き続き

この令和７年度病院局予算概要の資料で御説明

します。 

それでは４ページの令和７年度当初予算と令

和６年度当初予算の比較の上段、収益的収支予

算の表を御覧ください。令和７年度当初予算の

単年度損益は４億８，９００万円の赤字を予定

しており、令和６年度との比較では、減益と見

込んで編成しています。なお、来年度は平成１

９年度以来の赤字予算の編成となりますが、こ

の傾向は全国的にも同様です。当院と同規模の

全国の県立中央病院に確認したところ、昨今の

急激な物価高騰による材料費の増加、官民を挙

げた賃上げに伴う人件費や委託料の増加が、今

年度の診療報酬改定において十分に価格転嫁さ

れていない状況のため、２２病院中２１病院が

本年度は赤字決算となる見通しであり、来年度

も２２病院中１８病院が赤字予算で編成せざる

を得ないと伺っています。 

また、下の表の資本的収支予算については、

高額医療機器の更新やＬＥＤ照明改修工事など

に伴い、収入は１５億７，５００万円、支出は

２２億３，７００万円となり、令和６年度と比

較すると共に増額となります。 

詳細については、５ページ以降で御説明しま

す。 

５ページをお開きください。令和７年度の予

算概要を千円単位で記載しています。 

まず、１収益的収入及び支出のうち（１）病

院事業収益について御説明します。 

左の表になりますが、医業収益は入院収益、

外来収益、その他医業収益を加えて小計欄にあ

るように２０４億６，５０８万７千円です。 

入院収益は、令和６年度と比較すると増額と

しています。主な要因としては、本年度から取

組を強化している地域の医療機関への訪問や健

康診断要精密者の積極的な受入れ等の効果が現

れ、本年度の患者数は前年度から９千人を超え

る増加見込みとなっています。その取組を一層

強化することで、来年度は患者数がさらに増加

すると見込んでいます。 

一方外来収益は、令和６年度と比較すると減

額としています。主な要因としては、患者数は

コロナ前の水準近くまで回復してきているもの

の、本年度行われた診療報酬改定における価格

転嫁が十分とは言えない状況であり、診療単価

の上昇が見込めないことによるものです。 

 次に医業外収益は、受取利息配当金、一般会

計や国からの補助金、冒頭で御説明した一般会

計負担金を含む負担金交付金などを合わせて、

資料右中段の小計欄にあるように、２０億５，

４６５万円です。他に、特別利益を加え、病院

事業収益は一番下、合計欄にあるように２２５

億５，５１６万９千円です。 

次に、６ページをお開きください。（２）病

院事業費用です。 

まず左の表の医業費用は、職員の給与費、薬

品費等の材料費、厚生福利費などの経費、建物

や医療機器などの減価償却費などで、右の表の

上段の小計欄にあるように２２９億５，２００

万２千円です。なお、給与費の増額の要因です

が、今年度の人事委員会勧告に伴う給料・手当

等の増加によるものです。 
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 次に医業外費用は、小計欄にあるように８，

９８３万２千円で、主な内訳としては、支払利

息及び企業債取扱諸費、長期前払消費税額償却

などです。ほかに特別損失を加え、病院事業費

用は一番下、合計欄にあるように２３０億４，

４４３万４千円です。 

 次に、７ページをお開きください。２資本的

収入及び支出についてです。 

資本的収支とは、施設や医療機器など固定資

産の整備・拡充等の建設改良費やその整備等に

要した企業債の元金償還金等から構成されるも

のです。 

まず（１）資本的収入は、表の左に記載して

いる企業債、負担金で構成されており、起債す

る企業債は、医療機器の購入の財源として１１

億３，７００万円、ＬＥＤ照明改修工事の財源

として２億円、企業債の償還に充当する他会計

負担金は２億３，７６２万８千円、合計は１５

億７，４６２万８千円です。 

 また右の表（２）資本的支出は、建設改良費、

企業債償還金、他会計からの借入金償還金及び

投資その他の資産で構成されており、建設改良

費のうち資産購入費は１１億９，８５０万円で、

がん治療に必要な高額な医療機器が耐用年数を

過ぎたことに伴う医療機器の更新等を実施する

こととしています。 

その下の改築事業費は２億２，６８６万１千

円で、蛍光灯からＬＥＤ照明への改修等を実施

することとしています。 

その下の企業債の元金償還に関わる企業債償

還金は７億９，２４８万４千円、他会計からの

借入金償還金は１，９５７万円です。 

以上、資本的支出を合計すると２２億３，７

４１万５千円です。 

なお、表の下の欄外に記載していますが、資

本的収入額が資本的支出額に対して不足する額

は、これまでどおりいわゆる内部留保資金で補

填することとしています。 

 以上で、病院事業会計予算の説明を終わりま

す。審査のほど、よろしくお願いします。 

今吉副委員長 以上で説明は終わりました。 

これより質疑に入りますが、執行部の皆さん

に申し上げます。 

 答弁は挙手し、私から指名を受けた後、自席

で起立の上、マイクを立てて簡潔明瞭に答弁願

います。 

 事前の通告者が３名います。それでは、順次

指名します。 

堤委員 どうもお疲れ様です。 

 まず１点目、県立病院として、年９６０時間

残業規制などの医師や看護師など医療スタッフ

の働き方改革が昨年４月から始まっていますけ

れども、現状の取組はどうか。現在の医師や看

護師等の医療スタッフは充足していると考えて

いるのかどうか。 

 副委員長、ちょっとプラスして聞きます。今、

説明の中で、材料費とか人件費が増えてきまし

たよと。それで、非常に大きな赤字になったこ

とは分かりました。本来、診療報酬の引上げと

か、当然、自分の経営の努力が合算されるんだ

けれども、診療報酬として、資材等の高騰の分

については、今、国としてどう考えているかが

分かれば教えてください。 

 あと、今回の条例の改正で、分娩料、文書料

の引上げが計算されていましたね。約１，８０

０万円やったかな。それが今度の一般会計予算

の中で入っているとは思うんだけれども、具体

的にどういうところに１，８００万円の増加分

が入っているかが分かれば教えてください。 

伊達総務経営課長 私からは、残業規制の関係

とスタッフの充足の関係についてお答えします。 

 令和６年４月に医師の時間外労働上限規制が

施行され、当院は、救急医療や高度ながん治療

などを行う医療機関として、年１，８６０時間

の上限でスタートをしました。これは暫定的な

ものであり、令和１７年度末までに年９６０時

間の上限を目指していきます。 

 まず、医師の負担軽減に向けては、看護師、

臨床検査技師等の医療技術職、医療秘書など、

可能な限り幅広い職種へのタスクシフトに取り

組んでおり、医師からは、負担が軽減され非常

に助かっているとの声が聞こえています。 

 一方、医師の時間外勤務ですが、今年度２月

までの平均は５１．５時間であり、昨年度の平
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均４０．７時間と比べ１０．８時間の増加。ま

た、月１００時間を超える時間外勤務を行った

医師は、今年度延べ人数で５８名であり、昨年

同期の４９名と比べ９名増えている状況です。 

 時間外勤務が増えた主な要因は、患者数の増

加に伴う業務量の増によるものです。また、昨

年６月の診療報酬改定により、救命救急センタ

ーや総合周産期母子医療センターにおいて、夜

間や休日に宿日直ではなく、平日と同じ勤務を

行う医師を配置することとされたのも要因の一

つとなっています。 

 なお、時間外勤務がやむを得ず月１００時間

を超えた医師に対しては、医師による面談を行

い、健康状態の確認や改善策の助言を行うなど、

健康障害の防止に努めています。今後は、前述

の救命救急センターや総合周産期母子医療セン

ターの医師の負担軽減のため、派遣を受けてい

る大学に増員も含めたお願いを引き続き行うと

ともに、夜間、休日又は外来のみといった時間

単位での応援医師の派遣についても、積極的に

大学及び周辺の医療機関に対して依頼します。 

 次に、医師以外の職員の時間外勤務は平均１

１．６時間と、前年度の１１．３時間とほぼ横

ばいです。引き続き業務の省力化などを進める

ことにより、病院全体の働き方改革を推進しま

す。 

 最後に、看護師等の医療スタッフの充足につ

いては、おおむね確保できていますが、近年、

育休取得者や短時間勤務者が増加傾向にあり、

代替職員の確保が課題と考えているところです。 

井上病院局長 堤委員からの、費用の増大に関

して、診療報酬にどのような考え方で反映され

ているのかについてお答えします。 

 昨年の６月に診療報酬改定がありました。２

年に１回ごとに行われています。人件費に関し

ては、ある程度の補填を診療報酬の中に組み込

むことが認められていますけれども、完全な補

填ではなくて、実はざっくり言えば半分ぐらい

しかなっていません。 

 それから、諸物価に関してのいろんな増加に

関しては、これは特別、今回はどうだこうだと

いうのはもうなくて、全体として認めるという

ことです。実際のいろんな急激な物価の上がり

方に関しては、想定外ではないかと私は思って

いますし、いろんな病院、医療職の団体が悲鳴

を上げて、もう耐えられないという声を、医師

会や病院会も含めて、いろんなところから国に

働きかけをしています。来年の４月にまた次の

改定があるので、それまでは、新年度は赤字予

算を組まないといけない状況です。そこの部分

を何とか改善して、我々の状況を考慮していた

だきたいのが偽らざる心境です。 

渋谷医事・相談課長 １点、御質疑いただきま

した。 

 料金条例の改正については、１，８００万円

を予定しています。内訳としては、分娩料、診

断料等の値上げになりますけれども、令和７年

度予算については、まだ計上はしていません。 

守永委員 ありがとうございます。 

 １点お尋ねしたいんですけれども、予算概要

の中ではなかなか分かりづらいんですけれども、

精神医療センターが２０２０年１０月に開設さ

れて４年半が経過しています。精神医療センタ

ーの運営に関して、来年度予算でどのような積

み上げをしているのか、概略的に御説明いただ

きたいと思います。 

伊達総務経営課長 お答えします。 

 精神科病院は県による設置が義務付けられて

いて、令和２年１０月に精神医療センターとし

て県立病院内に設置されました。精神医療セン

ターの予算については、運営に必要な直接的な

経費に加えて、人件費や材料費、経費などのう

ち、本院分と切り分けが困難な経費については、

職員数や患者数、面積などの比率に応じて按分

の上、計上しています。 

 来年度予算では、病床利用率を令和６年度並

みの５３．５％と見込んでいますが、収入が３

億３，５００万円、支出が６億４千万円で、赤

字は令和６年度当初予算とほぼ同じ３億５００

万円となる見通しです。地方公営企業法に基づ

き、県からの負担金で賄うこととしています。 

 精神医療センターの基本方針である他施設で

は対応困難な精神科急性期患者や身体合併症患

者への対応という使命を果たすため、院内外の
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連携を図るとともに、赤字を少しでも減らすた

め、引き続き運営の効率化に努めます。 

守永委員 ありがとうございます。 

 人件費等、切り分け困難な部分があるのは確

かだと思いますけれども、実際、面積按分だけ

でいけるものなのかなというのは、施設そのも

のを見たときに非常に疑問に感じます。必要な

医療を施す上で、県として持たなきゃならない

施設ですし、その中でしっかりとした療養がで

きる施設として運営をしていただくためにも、

必要な予算は計上せざるを得ないと思います。

もっとスマートに運営状況が適切かどうかを判

断できる方法は、何か考えられないものでしょ

うか。 

井上病院局長 なかなかその辺に対して、スマ

ートな方法があれば、是非教えていただきたい

のが心境です。正直申して、精神科救急の患者

を扱うことは、事実上その時点で赤字経営が前

提です。というのは、患者の入院単価を見てい

ただくと分かるんですけど、入院単価が本館の

部分の身体科の大体半分以下なんです。それで

同じように、ある一定量の急患を受け付ける状

況、２４時間３６５日になると、これは到底ペ

イできないんですね。 

 そういう状況なので、計算はこれでいいのか

という御指摘はもっともで、もっと突っ込んだ

計算があってもいいと個人的には思いますけど、

それを説得できる切り分けがなかなか難しい。

赤字にならないように、経営努力ももちろん必

要ですけれども、５年近くなるので、そこでま

た立ち止まって振り返ってどうだという話を考

えていくべき時期には来たと受け止めました。 

守永委員 なかなか難しい質疑にお答えいただ

き、ありがとうございます。実際、運営をして

いく中で、そこで働く皆さんがどれだけ身を粉

にしながら働いているのかも含めて、それぞれ

の部署で人員を割くにしても、必要な人員が整

っているんだろうかということも、経営の部分

とどうしても密接な関連性を持ちながら分析せ

ざるを得ないと思うので、今の在り方を一つの

基準としながらも、どういう工夫なり評価の仕

方があるのかを見ていただいて、働きやすい環

境を維持しながら取り組んでいただければと思

います。よろしくお願いします。 

佐藤病院長 病院長の佐藤です。 

 今、井上病院局長が申したとおりなんですけ

れども、一つ病院長として補足したいのは、精

神医療センターは急性期の病棟として機能して

います。いわゆる長期の精神科患者が入院する

一般精神科と全く異なっていて、むしろ身体的

な救急の予測よりも精神疾患の救急の分野の予

測が非常に難しいことが、ある意味、この数年

間運営してきて分かった実態です。 

 それともう一つ。措置入院など、あるほかの

ルールにのっとって入院する、これもまた身体

的な急患とは違う動きなので、その結果、病院

の精神医療センターの病床利用率が当初の予想

より少し低い部分が、やっと把握できてきたの

が病院長としての正直な気持ちです。 

 やはり身体的な急性期病棟の運営とは少し違

う部分があることを基に、井上病院局長も申し

たように、今後、今までのデータを基に、修正

した計画なども考えていく必要があると思って

います。 

 もう一つ、スタッフの満足度に関しては、身

を粉にしてと守永委員はおっしゃいましたけれ

ども、一応それはほかの分野でもそうですけど、

時間外労働の時間や勤務の体制とかに関しては、

そう負荷がかかっている状況ではないと院長と

しては判断していますし、その辺も、部長、師

長とも連絡を取り合って監視している、目を凝

らしているつもりです。殊更ここが突出して無

理な働きをしている現状ではないと理解してい

ます。 

井上委員 ４ページ、収益的収支予算について

です。 

 これは私の一般質問でも取り上げたところで

はありますが、令和７年度当初予算は４億８，

９００万円の赤字で、令和５年度の赤字が６億

４千万円で、令和６年度の当初予算案では９，

３００万円の黒字とされていましたけど、先日

の答弁では、令和６年度は令和５年度を超える

赤字になる見込みという答弁もありました。 

 令和８年度は収支均衡を目指すということで
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すが、多職種連携による診療報酬の確保とか医

療機器の保守契約の見直しなどを対策と挙げら

れていましたが、令和８年度に収支均衡になる

のかなとちょっと心配なところもあります。も

う少し具体的に何か方法を考えているか、お尋

ねします。 

伊達総務経営課長 お答えします。 

 令和８年度までの収支均衡に向けて、収益の

確保と費用の削減に係る取組を示した経営改善

アクションプランを策定し、経営改善に向けた

取組を強化することとしました。 

 まず、収益の確保では、これまでの地域の医

療機関への訪問強化などによる紹介患者、新規

入院患者等の獲得や多職種連携による患者１人

当たり単価の向上に一層取り組むとともに、料

金条例の見直しによる受益者負担の適正化や、

より効果的な資金運用を検討する資産マネジメ

ントの強化にも取り組むこととしています。 

 また、費用の削減では、民間事業者のノウハ

ウを活用した診療材料や薬品等の調達方法の見

直しといった、これまでの取組の強化に加えて、

医療機器の保守契約の見直しなどによる材料費、

経費の抑制などに取り組むこととしています。

加えて、昨今の物価高騰や賃上げの実態が適切

に価格転嫁され、医療コストに見合った診療報

酬となるように、関係団体を通じた国への提言、

要望を行います。 

 こうした取組を通じて、令和８年度までの収

支均衡を目指します。 

井上委員 通告はしていないんですが、５ペー

ジの病院事業収益の医業外収益なんですけど、

受取利息配当金とあと右側の負担金交付金、こ

れが令和６年度当初予算よりかなり多くなって

いますが、この辺のところを詳しく、もし何か

分かればお願いします。 

土師会計管理課長 受取利息配当金についてお

答えします。 

 令和５年度から、有価証券の購入による運用

を行っています。令和６年度も行っているとこ

ろですけれども、令和７年度は新たに国庫短期

証券という国の有価証券を購入して、収入の確

保を開始しました。それらの収入を見込んでい

ます。 

井上病院局長 令和８年度に収支均衡になるの

かという御心配だと思います。正直、令和７年

度は、どんなに計算をして、どんなに頑張って

も、この辺までは難しいだろうという予算です。

令和８年度には、少なくとも今の状況をある程

度取り入れた形で、診療報酬は変わるという見

込みがあります。 

 それと、コロナ禍によって、患者の病院に対

しての受療心理が大きく変わってしまって、本

当に悪い方、本当に急患の方は減っていないん

ですけれども、ちょっと早めにかかろうとか、

心配ならなるべく早く行こうとか、そういう方

たちががくっと減っているんですね。今、そう

いう方たちを一生懸命今掘り起こしているんで

すね。できれば早く来てくださいと、いろんな

形でアピールしているつもりです。 

 ほかの県の医療施設の状況について、大きく

赤字になっているのは一緒なんですけれども、

根本的な解決につながるかどうか分かりません

けど、例えば長崎県の市民病院や長崎大学は、

実際の利用するベッドを減らして、職員の配置

転換を行い、より密度の高い、より回転数の早

い医療へシフトする。それは収益にもつながる

んですけれども、ハイパフォーマンスにすると

いう意味なんですよね。そういう形に踏み切っ

たところはあります。 

 ただ、県立病院を見たときに、令和５年度、

令和６年度に患者が戻ってこない状況を確認す

れば、そういう方向の可能性も探らないといけ

ないとは実は思っていましたが、回復基調はあ

る程度確認できるんですね。そうであれば、今

の構成というか、病院のシステムを変えてしま

うのは少しリスクがあるし、冒険過ぎると思っ

ているので、今の努力を地道に続けて、明るい

材料に乗っかって、さらに収支均衡に向かう方

向性が、より現実的と考えています。 

井上委員 確かに県立病院というのは、民間病

院で経営的に難しい分野を補うところもありま

す。さきほど精神医療センターの話も出ました

けど、ある程度、不採算部門もあるので、やむ

を得ない面もあるとは思いますが、単なる医療
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機関というより、社会的な役割を果たしながら

県民の健康を守ることもあるので、大変大事な

存在であるので、その辺も非常に心配している

ところです。 

 今後また十分努力していただきたいと思いま

すが、さきほどの再質疑のときに、５ページの

右側の負担金交付金が令和７年度はかなり増え

ていることに対する答弁がなかったんですが、

赤字だから地方公営企業法に基づき一般会計負

担金が増えたことでいいんでしょうか。 

伊達総務経営課長 この金額は県からの繰出金

であり、赤字の要因とかで、これまで繰り出し

ていなかったものが繰出しの対象になるので、

そういうものが増えたことで、県からの負担金

が増額しているということです。 

今吉副委員長 以上で事前通告者の質疑を終了

しました。 

ほかにご質疑のある方は、挙手をお願いしま

す。 

  〔「なし」と言う者あり〕 

今吉副委員長 ほかに質疑もないので、これを

もって病院局会関係予算に対する質疑を終わり

ます。 

なお執行部が入れ替わるので、しばらくその

ままお待ちください。 

 

〔病院局退室、警察本部入室〕 

 

今吉副委員長 これより、警察本部関係予算の

審査に入りますが、説明は主要な事業及び新規

事業に限り、簡潔かつ明瞭にお願いします。 
 それでは、警察本部関係予算について、執行

部の説明を求めます。 
幡野警察本部長 第１号議案令和７年度大分県

一般会計予算のうち警察本部関係について、御

説明します。 

 お手元の資料令和７年度警察本部予算概要の

２ページをお開きいただければと思います。 

 なお、タブレットの画面右下に青い通知が出

たら、タッチをしていただければと思います。 

 予算のポイントを御覧ください。警察本部は、

誰もが安全・安心に暮らせる社会づくりを推進

するため、詐欺被害防止や交通事故抑止に向け

た取組を推進するほか、災害等対処能力の向上

や緊急通報対応機能の高度化を行います。 

 そのため、（１）治安・県民生活の欄に記載

のとおり、特殊詐欺被害など県民を詐欺から守

るための取組として、テレビＣＭやＳＮＳ等の

各種広報媒体を効果的に活用した広報啓発活動

を強化するほか、若者を犯罪に加担させないた

めの対策などを総合的に推進します。 

 また、交通安全意識の高揚と交通ルールの周

知を図るための取組として、各種広報媒体を活

用した自転車の交通ルールの周知対策や高齢者

を対象とした交通安全広報コンテストを実施す

るとともに、交通安全施設の着実な整備を推進

します。 

 このほか、１１０番通信指令システム等の更

新にあわせて機能の高度化を図り、初動対応力

を強化します。 

 ３ページをお開きください。 

 令和７年度警察本部の当初予算額は、警察本

部①の計の欄に記載のとおり２８２億３２万４

千円です。これを６年度当初予算額と比較する

と、表の一番右の列の前年度対比の欄に記載の

とおり１億６，４３６万７千円、率にして０．

６％の増額となっています。これは、その二つ

上の人件費が給与改定に伴う給料月額及び期末

・勤勉手当の増額などにより、３億６，０５７

万６千円、率にして１．７％の増額、その下の

事業費が、全国豊かな海づくり大会警衛警備対

策事業の終了などにより１億９，６２０万９千

円、率にして３．１％の減額となったものです。 

 それでは、主要事業等について、予算概要の

順に沿って御説明します。７ページをお開きく

ださい。 

 予算科目の目名、警察本部費です。事業名、

給与費２２０億３，４１３万７千円については、

警察官２，０９２人、一般職員３４５人、計２，

４３７人に対する給料、各種手当等の人件費で

す。 

 １１ページをお開きください。 

 警察施設費です。事業名欄一番上の交番・駐

在所建設費５，６６３万４千円については、新
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規事業です。これは、老朽化が著しい大分南警

察署吉野駐在所の現地建て替えを行うものです。 

 その二つ下の交通安全施設整備費８億４２５

万８千円については、道路交通の安全の確保と

円滑化を図るため、信号機の改良や道路標識・

標示の更新など交通安全施設の整備を行うもの

です。 

 その下の交通安全施設高度化推進事業費５億

１，１９５万７千円については、信号機に使用

される白熱電球の販売が終了する令和９年度ま

でに県下全ての信号機のＬＥＤ化に向けて、計

画的な更新整備を行うものです。 

 １４ページをお開きください。 

 警察活動費です。事業名欄一番上の詐欺被害

防止総合対策事業費２，４７３万３千円につい

ては、特別枠事業です。 

 この事業概要欄の一つ目のポツ、ＳＮＳ広告

やテレビＣＭ等を活用した広報啓発６６０万円

については、新たに取り組む事項です。これは、

依然として高水準にある特殊詐欺等の被害を防

止するため、詐欺の手口等を紹介する注意喚起

動画を作成し、ＳＮＳを活用したターゲティン

グ広告やテレビＣＭ等により、幅広い世代に対

して時期を逸することなく、効果的な広報啓発

を行うものです。 

 また、その二つ下のポツ、若者を「犯罪に加

担させない」ためのメッセージコンテスト５６

６万７千円については、若者の危機意識や犯罪

への抵抗力を向上させるため、闇バイトの危険

性を伝えるメッセージをテーマとしたコンテス

トを開催し、応募作品をテレビＣＭやＳＮＳ広

告等の各種広報媒体で活用することで、犯罪に

加担しない気運の醸成を図るものです。 

 このほか、引き続きコールセンターによる注

意喚起やＡＴＭにおける警戒業務などの各種施

策を総合的に実施し、詐欺被害防止に向けた取

組を推進します。 

 その三つ下の１１０番通信指令システム管理

事業費１億１，５５０万６千円については、来

年２月に現行の１１０番通信指令システムのリ

ースが終了することから、通信指令システム及

び総合指揮室映像表示システムを更新整備する

ものです。新しい１１０番通信指令システムに

は、１１０番通報の会話をＡＩが自動でテキス

ト化するなどの先端技術を効果的に取り入れる

ことで、より具体的な指令を可能にするなど、

緊急通報対応機能の高度化を図るものです。 

 その下の災害対応能力強化事業費２，６７９

万７千円については、特別枠事業です。これは、

大規模災害等における警察用航空機の対応能力

を強化するため、航空隊の操縦士１名に夜間等

の視界不良時においても、ヘリコプターに搭載

された高度や位置などの計器の情報だけで飛行

ができる計器飛行証明の資格を取得させるもの

です。 

 １６ページをお開きください。 

 事業名欄下段の交通事故ゼロ推進事業費４，

９１０万６千円については、特別枠事業です。 

 このうち、事業概要欄の一つ目のポツ、自転

車交通ルールの周知対策１，５０７万７千円に

ついては、新たに取り組む事項です。これは、

道路交通法の改正により、令和８年５月までに

１６歳以上の自転車の交通違反者に対する交通

反則通告制度、いわゆる青切符による取締りが

導入されるため、自転車利用者に対する交通ル

ールの周知対策として、県警ホームページ上へ

の自転車交通安全クイズの登載やテレビＣＭ等

の様々な広報媒体を活用し、幅広い層の県民に

対して広報を行うものです。 

 また、その二つ下のポツ、高齢者の交通事故

防止対策６６３万３千円についても、新たに取

り組む事項です。これは、講習参加機会の少な

い高齢者に対する交通安全意識の高揚を図るた

め、高齢者を対象とした交通安全広報コンテス

トを開催するものなどです。 

 このほか、引き続き交通安全教育車を活用し

た交通安全教育や交通違反取締用機材の整備を

行い、交通事故のない安全・安心な社会づくり

を推進します。御審議のほどよろしくお願いし

ます。 

今吉副委員長 以上で説明は終わりました。 

 これより質疑に入りますが、執行部の皆さん

に申し上げます。 
 答弁は挙手し、私から指名を受けた後、自席
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で起立の上、マイクを立てて簡潔明瞭に答弁を

お願いします。 
 事前の通告者が７名います。 
 それでは、順次指名します。 
堤委員 どうも、お疲れ様です。 

 まず１点目。毎回これを聞いているけれども、

２０２４年度において、ビデオカメラ等の借入

れとして１４台、約４００万円計上されていま

した。 

 ２０２５年度予算において、ビデオカメラ等

の取得費及びリース料の予算の計上はいくらか。

また、どのような機種を何台保持する予定か。

また、警察が、民間の商業衛星から地上を撮影

した画像を販売事業者から購入し、犯罪捜査に

活用している。今予算にも、それが計上されて

いるのかどうか。 

 二つ目。信号機について、警察庁は２０１９

年３月の通達で、２０１９年度から５年間で必

要性の低下したものを撤去するなど、合理化を

進めると削減を求めています。県警として、撤

去が妥当とした信号機数はどうか。それにより、

撤去した機数はどれぐらいあるのか。 

 三つ目。電動キックボードの運転は免許不要

となっているが、時速６キロメートル以上で歩

道を走行、道路の右側や反対車線の通行などで、

交通違反検挙者数は何件あるのか。また、交通

事故数はどうか。あわせて、最近は電動アシス

ト付自転車の普及も多くなり、交通事故件数も

増えていると聞くけれども、その現状はどうか。 

 今吉副委員長、一つ追加で。これは警察本部

長に聞くけれども、大分東署の女性警察官が他

人に渡す目的で自分名義の口座を開設し、金融

機関からキャッシュカードをだまし取ったとい

われる事件の問題です。これも重大ですけれど

も、それが特殊詐欺に使われて、数百万円の被

害が出た前代未聞の不祥事でもあります。これ

は、オンラインカジノの借金が元だといわれて

います。警察本部長が本会議中に謝罪等してい

るが、警察官による不祥事が後を絶たないのが

現状です。常に綱紀の粛正を述べますが、それ

がうつろに聞こえてしまいます。犯罪を取り締

まる現場の警察官の信用にも関わる問題であり、

再発防止を言うのであれば、今後、どう具体的

な行動を起こすのかについて伺います。 

伊藤警務部長 まず、ビデオカメラに係る予算

等について、お答えします。 

 令和７年度警察費予算における捜査活動用ビ

デオカメラに係る予算についてですが、警察本

部予算概要の１６ページを御覧ください。事業

名、刑事警察費の事業概要欄の一番下に記載の

犯罪捜査等諸費の中に、年間を通しての捜査活

動用ビデオカメラ借上料３５９万９千円を計上

しています。予定の借上台数は１４台です。な

お、購入予定はありません。機種については、

特定の機種や機能ではなく、個々の事件の捜査

に必要な撮影に最適な機能を備えたビデオカメ

ラを選定しています。 

 次に、民間の商業衛星が撮影した画像を犯罪

捜査に活用する場合の予算についてですが、同

画像は警察庁に申請を行い、提供を受けた画像

を活用するため、令和７年度警察費予算への計

上はありません。 

後藤交通部長 続いて、信号機の撤去数につい

てお答えします。 

 県警察では、２０１９年の警察庁通達を受け、

信号機設置の指針及び部外有識者からの信号機

整備の在り方に関する意見を踏まえ、信号機を

設置した当時から交通実態が大きく変化するな

どの状況が認められる信号機を選定し、２０１

９年度から５年間で８７６基の点検を行いまし

た。この結果、必要性が低下し、今後、撤去を

進めるべきと考えられる信号機は８９基でした。

そのうち、地域住民や道路管理者等と十分な調

整を行った上で、同意の得られた２９基の信号

機を撤去しました。 

 続いて、電動キックボード等の検挙件数など

についてです。最高速度が時速２０キロメート

ルなど、一定の要件を満たす電動キックボード

は、道路交通法上の特定小型原動機付自転車に

区分され、１６歳以上であれば免許不要で運転

することができます。堤委員が御質疑の電動キ

ックボードは、特定小型原動機付自転車に該当

するものです。 

 この特定小型原動機付自転車の令和６年中の
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取締り件数は２件であり、その違反態様は、一

時不停止１件、歩道通行１件となっています。

なお、交通事故の発生はありません。 

 特定小型原動機付自転車については県内でも

利用が徐々に広がっていますが、県警察では、

交通ルール周知に向けた取組と悪質・危険な違

反行為に重点を置いた指導・取締りを推進して

います。 

 また、令和６年中における電動アシスト自転

車の取締り件数は４件です。いずれも酒気帯び

運転によるものです。なお、交通事故の発生は

１２件となっています。 

 県警察では、電動アシスト自転車を含めた良

好な自転車交通秩序の実現に向け、引き続き関

係機関や団体と連携しながら、自転車通行空間

の整備、交通ルール周知に向けた取組、交通違

反の指導・取締り等の総合的な対策を推進しま

す。 

幡野警察本部長 先般の警察官の逮捕事案を受

けて、再発防止にどう取り組むのかというお尋

ねに対して、お答えします。 

 県警察としては、今回の事案を重く受け止め、

逮捕当日に本部長通達を発出して、一層の綱紀

粛正について、指示をしたところです。 

 その中で、改めて規律の振粛を徹底すること

に加えて、目の届きにくい職員も含め、その心

情の把握、すなわち職員が抱える悩みや困難を

早期に把握することについても指示をしたとこ

ろです。 

 これまでも職員が悩みや困難を抱えていたこ

とが、非違事案の遠因となっていたと認められ

た事案は、少なくないです。そうした個々の職

員の置かれた状況を早期に、かつ的確に把握を

することが、非違事案を未然に防止するととも

に、職員自身を救うことにもなると考えていま

す。 

 また、職員一人一人がどのような思いを持っ

て、どういった将来の希望を持って日々取り組

んでいるのかについても、組織としてしっかり

と把握し、それに応えていくことが職員の士気

を高め、規範意識の高い組織づくりを行う上で

極めて重要であると認識しています。 

 そうした観点から、着任来、上司・部下又は

同僚同士も含めて、平素から相互のコミュニケ

ーションを大切にするよう、繰り返し指示をし

てきたところです。引き続き、職員一人一人が

困ったときにはお互いに相談し、また相互に支

え合う職場づくりを進め、職員一丸となって、

常に高い規律と旺盛な士気を持って職務に臨む

ことで、県民の皆様からの信頼の回復に取り組

みたいと考えています。 

堤委員 基本的には、今の警察本部長の答弁が

大事だと思うんですね。この方の罪を犯した背

景を見ると、やはり上意下達の組織、警察等い

ろいろな権力機関は、上意下達が強いですから、

そういうストレス、いろんなことがあって、オ

ンラインカジノに手を出してしまった面もある

と思うんですね。だから、そういう点では、上

意下達の組織が前提でありながら、さきほど言

ったとおり、コミュニケーションを取っていく、

上司との話合いをちゃんとしていく、また同僚

との話をしていく、風通しのよい組織にする。

本来はあっちゃいけない、警察の中で、取り締

まる側が取り締まられる側になる、絶対、こう

なってはいけない。信用にもつながってくるわ

けですから。そういう点で、警察本部長として、

就任即刻だけれども、そういうところをきちっ

とやっていく覚悟を、持っているでしょうけれ

ども、是非これからも持って、職務に遂行して

いただきたいと思っていますので、よろしくお

願いします。 

森委員 よろしくお願いします。まず、警察本

部予算概要１１ページ、交通安全施設整備費８

億４２５万８千円。前年に比べると７，０３２

万３千円の減となっている予算についてですが、

このことは文教警察委員会で委員外議員として

話もしたことがある件ですけれども、信号機の

地名標示板について、まず伺います。地名標示

板の文字が劣化して消えている箇所が、多く見

られます。状況の把握と改善の状況について、

伺いたいと思います。 

 まず、警察署ごとの状況を把握しているのか。

信号機の設置箇所数と劣化している地名標示板

の数、そして令和７年度における予算措置と改
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善する数量について、教えてください。 

 あわせて、予算が減となっているが、必要な

信号機の設置や地名標示板の今後の整備に支障

はないのかについても伺います。 

 続いて、１４ページ、空き交番・県民安全相

談対策事業費１億６２万１千円についてです。

これは、予算が１，３２７万１千円の増額とな

っています。予算の増額の内容、また、この事

業に限らず、防犯や県民サービス向上に向けた

新たな取組が令和７年度はあるのかについて伺

います。 

 最後に、１６ページ、交通事故ゼロ推進事業

費４，９１０万６千円についてです。事業概要

の一つ目に、自転車交通ルールの周知対策１，

５０７万７千円があるが、ここに記載されてい

る周知対策、さきほど少し警察本部長からも話

があったけれども、その具体的な内容と今後の

取組について伺います。 

後藤交通部長 まず、信号機の地名標示板につ

いて、お答えします。 

 県警察が信号機に設置している管理標板、い

わゆる地名板は、大分中央警察署管内で２４９

か所７９６枚など、県全体で１，０７５か所の

信号交差点に３，０７９枚を設置しています。

今回、県下全ての管理標板の現状確認を行い、

劣化により交換が必要と認めたものは、大分中

央警察署管内で４１か所６５枚など、県全体で

９０か所１４４枚となっています。 

 県警察としては、劣化を認めた管理標板１４

４枚について、交通安全施設整備費により令和

７年度から順次、交換することとしています。

なお、管理標板の設置・維持管理などは、これ

まで県警察が実施してきたところですが、全国

的には道路法上の案内標識いわゆる地名板とし

て、道路管理者が設置・維持管理している状況

にあることから、今後の設置・維持管理に関し

て、県あるいは市などの各道路管理者と協議・

検討を進めたいと考えています。 

 続いて、予算減により今後の支障はないのか

ですけれども、交通安全施設整備費の前年度比

減について、令和６年度は５年に一度実施する

交通管制センターシステムの心臓部となるメイ

ン装置を更新する年度にあたり、更新に要する

費用を増額して計上していました。しかし、更

新が完了した令和７年度は、主にこの費用分が

減額となったものです。 

 ちなみに、令和７年度は交通安全施設整備費

と信号機のＬＥＤ化等を実施する交通安全施設

高度化推進事業費を合わせると１３億１，６２

１万５千円を計上しています。令和６年度の両

事業費の予算の合計額１１億９，８１６万円と

比較すると１億１，８０５万５千円の増額とな

っています。したがって、令和７年度の信号機

の整備等については、事業に支障を来さないだ

けの必要な予算を計上しています。 

萩尾生活安全部長 空き交番・県民安全相談対

策事業費の御質疑について、お答えします。 

 同事業については、住民ニーズである空き交

番の解消とパトロールの強化に応えるため、県

下３３交番のうち２０交番に交番相談員を２１

名、また県民生活安全相談に対して迅速・的確

に対応するため、県下１５警察署のうち７警察

署に警察安全相談員８名をそれぞれ配置するも

のです。予算の増額理由については、給与改定

に準じた報酬の増額改定及び期末勤勉手当の年

間支給月数の引上げによるものです。 

 また、防犯や県民サービス向上に向けた新た

な取組として、地域防犯力強化育成事業費の中

で県警の情報発信ツールである、まもめーるア

プリの改修経費を計上しています。今回の改修

では、ホーム画面やリンク機能等に加え、防犯

ブザー機能も追加するなど、県民の利便性の向

上や防犯力の強化を図ることとしています。 

 県警としては、引き続き交番相談員や警察安

全相談員を効果的に運用するとともに、各種情

報発信ツール等も有効に活用しつつ、事件・事

故やパトロール等に警察官が的確に対応できる

環境を整えることで、県民の安全・安心を確保

していきます。 

後藤交通部長 続いて、自転車交通ルールの周

知対策についてです。 

 県警察では、令和８年５月までに施行される

自転車に対する交通反則通告制度、いわゆる青

切符の導入を見据え、県民に自転車の交通ルー
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ルを正しく認識していただくため、また少しで

も不安を払拭していただくため、職場、学校、

御家庭などで誰もが自主的に問題を解くことが

できる自転車交通安全クイズを県警ホームペー

ジに掲載する事業を計上しています。 

 このクイズは、スマートフォン等の端末を活

用して取り組めるもので、一問一答形式のマル

バツ問題を自分で答え合わせをしながら解説を

見て、能動的に自転車の交通ルールを学習する

ものです。クイズの問題は、初級編、中級編、

上級編及びキッズ編を用意し、特に運転免許を

持たない高校生や中学生に対しては、教育庁等

と連携し、学校タブレット等を活用して短時間

で取り組むことを想定しています。また、学校

単位での分析機能を持たせるなど、重点的な学

習が可能となるようにしています。 

 このほか、青切符の導入等を広く県民に周知

するため、テレビＣＭやデジタルサイネージな

ど、各種広報媒体を通じた広報費用を計上して

います。 

 県警察としては、今回の青切符導入を機に関

係機関や団体と連携を強化した上で、多くの県

民に自転車の交通ルールを周知して、交通事故

抑止に取り組みたいと考えています。 

森委員 ありがとうございました。 

 各警察署管内全ての地名標示板を調べて、ま

た劣化箇所を確認していただき、令和７年度か

ら順次改修するとありました。順次ということ

ですけれども、令和７年度中にどれぐらいの管

理標板を改善していくのか、付け加えて教えて

いただければと思います。 

 このことについて、１２月議会で取り上げた

後、豊後大野市緒方町に三郎大橋北交差点があ

りますが、種田前警察本部長にそこまで行って

もらいました。何でかと言うと、その三郎大橋、

１本線が消えて、二郎大橋になっていたという

ことで。（笑う者あり）実は、そんな箇所が豊

後大野市内にもたくさんあり、住民から改善で

きないかという声を非常に多くいただいている

ので、できるだけ早急に改良・改善していただ

ければと思っています。 

 あわせて信号機のＬＥＤ化の話がありました

が、ＬＥＤ化が進んだ交差点で、竹田市の濁淵

交差点があります。ちょっと変則で、斜めから

本線の県道５７号に入る交差点ですが、どちら

の信号機を見て前に進めばいいのか分からない

角度で、両方進んでいって事故になりかけた。

ＬＥＤだとどうしてもカバーもなく、どちらで

判断すればいいか分からない問題も起きてくる

かと思いますので、今後の改善においては、そ

の辺を注意した方がいいと思いました。 

 交番の対策ですが、以前から申しているとお

り、やはり、警察官が活動しているのが見える

ようにブラインド等を日が差し込まないうちは

開けるなりして、県民に活動が見えるよう、ま

た県民から見られている意識を思い起こさせる

工夫を今後もお願いしたいと思います。それで

は１点だけ、よろしくお願いします。 

後藤交通部長 お答えします。 

 さきほどの９０か所１４４枚で劣化が認めら

れたことですけれども、年１回、信号機の保守

点検をしています。その保守点検にあわせて、

１４４枚の劣化している分を改修していこうと

考えていますが、特に、今言われた劣化の著し

いところは優先的に取替えを行っていき、令和

７年度中には、この１４４枚を更新できるよう

にしたいと考えています。 

猿渡委員 お疲れ様です。 

 私からは、１１ページ、交通安全施設整備費

と交通安全施設高度化推進事業費についてです。 

 交通安全の施設や信号のＬＥＤ化、交通情報

ディスプレイなどについて、色覚に障がいのあ

る方、色の認識が難しい方に配慮したものにさ

れているのか。そうでないものは、配慮したも

のにすべきではないかと思います。 

 私、いくつかの部局に色覚の問題で質疑をし

たけれども、きっかけは、私の知り合いが色覚

に障がいがあり、色が分かりづらく、紅葉もき

れいだと思ったことがなく、信号が分かりづら

いと言われたんですね。ＬＥＤ化を進めていく

際に、どっちみちＬＥＤ化を進めなければなら

ないのであれば、その際に、色覚に障がいのあ

る方が分かりやすいものに替えることが効率的

・効果的ではないかと思いまして。聞いたら、
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そういうものは今のところないということです

けれども、それでいいのかと思い、やはりこの

場で取り上げたいと思ったんですね。是非開発

していただき、早い時期に導入できるよう、こ

れは大分県警だけでできる問題ではなく全国的

な問題ですので、全国的に早い段階で、ＬＥＤ

化する際に、色覚に障害のある方、色が分かり

づらい方にも見やすいものに、分かりやすいも

のにすべきではないか。そのような方向で、是

非動いていただきたいと思いますが、いかがで

しょうか。 

後藤交通部長 色覚障がいに配慮した信号機等

について、お答えします。 

 信号機や道路標識については交通ルールの斉

一を期するため、全国的に統一された基準が定

められており、それから離れた仕様のものを独

自に導入することは困難と考えています。 

 一方、信号機のそれぞれの色の配列や道路標

識のデザインが全国的に統一されていることは、

色の正確な認識が難しい方にとっても、それぞ

れの意味するところを正しく理解しやすくする

効果があると認識しています。 

 なお、県警察では、色覚に障がいがある方や

目が不自由な方などの利用が多い箇所に、スマ

ートフォン等の音声や振動により信号表示の状

況を知らせる高度化ＰＩＣＳと呼ばれるシステ

ムを整備しています。このほかにも、歩行者用

信号機の青時間を延長するなど、障がいを持つ

方や高齢者にも配慮した道路交通関係の整備に

取り組んでおり、引き続き必要な対策に取り組

みたいと考えています。 

 また、猿渡委員の貴重な御意見は、警察庁の

担当者と情報共有に努めたいと思います。 

 さきほどの信号機の色について、交通信号灯

機の仕様の中で、黄色の灯火、この光度――光

の強さですけれども、これは赤色灯火に対して

１．５倍以上であることが定められています。

これは、色覚に異常のある方の一部から、電球

方式の車両用信号灯機では黄色と赤色の灯火で

光度の違いがあるため、色の識別が容易である

との意見があったと言われています。 

 今後、ＬＥＤ方式にしていきますけれども、

この光度の違い、光度比を確保することを仕様

書に明記して、視覚障がいの方に優しい信号灯

機にしていきたいと考えています。 

猿渡委員 ありがとうございます。 

 男性の場合だと、色覚に障がいのある方、２

０人に１人いるということで、その割合でいく

と、この議場に３人いる割合になるのかなと思

います。例えば、信号のマルの中にバツを書く

ような分かりやすいものに全国的に早い時期に

替えていただくよう、一緒になって声を上げて

いくことが大事かなと思っていますので、よろ

しくお願いします。 

守永委員 ありがとうございます。２点ほどお

尋ねしたいと思います。 

 まず、予算概要１６ページ、交通事故ゼロ推

進事業費についてですが、この事業で交通安全

対策を推進するための交通安全広報・教育・取

締等に要する経費を計上しており、生活環境部

では高齢者の事故抑止に向けたマイルール運転

として、自らの身体機能の変化を自覚して、体

調や天候、道路状況などを考え、運転するとき、

場所を自ら制限する運転を広報啓発することを

掲げていますが、県警としてどのような形で生

活環境部のマイルール運転と連携をしていくの

か、お考えを伺います。 

 もう１点、予算概要１２ページ、自動車運転

免許事務費について、運転免許証発行機器賃借

料として３，７７８万２千円の令和７年度当初

予算が計上されていますが、令和６年度当初予

算１，７４５万６千円と比較して約２千万円の

差があるので、この差はどの内容から来るのか

御教示いただきたいと思います。 

 また、運転免許業務諸費についても、令和６

年度当初予算３億６，１１０万９千円から令和

７年度当初予算４億６，３９１万３千円と大幅

に増額していますが、この増額の理由もあわせ

て教えてください。 

後藤交通部長 まずは、マイルール運転との連

携をお答えします。 

 生活環境部が掲げている高齢運転者に向けた

マイルール運転の取組については、県警察も高

齢者の交通事故防止に効果的と考えています。
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本取組の効果を高めていくためには、高齢運転

者自身に自らの運転を振り返り、これからの運

転を考えていただくことが重要と考えています。 

 県警察としては、警察署、交番等の窓口に広

報用チラシを配布するほか、交通事故ゼロ推進

事業費における交通安全教育や免許更新時の高

齢者講習等の場で、マイルール運転を考える機

会となるよう、高齢運転者に対する助言を行い

たいと考えています。県警察では引き続き、生

活環境部との連携により、高齢者の交通事故防

止に努めます。 

 続いて、自動車運転免許事務費ですけれども、

運転免許証発行機器賃借料の増額については、

マイナ免許証の運用開始に伴い、免許証やマイ

ナ免許証を読み取り、申請書を作成する自動受

付機を運転免許センターに設置の８台に加えて、

新たに警察署等１７か所に１７台を設置したた

め、そのリース料が増額となったものです。 

 運転免許業務諸費の増額については、マイナ

免許証の運用開始に伴い、運転免許センターに

会計年度任用職員２名を増員したほか、警察共

通基盤システムによる運転者管理業務の利用開

始に伴い、当該システムの利用料を計上したこ

となどによるものです。 

守永委員 ありがとうございます。 

 高齢者の事故ゼロに向けたマイルール運転に

ついて、生活環境部の予算説明の中でも話を伺

って。ただ、マイルール運転があまり耳になじ

んでいなかったものですから、誤解を招くこと

のないように生活環境部の中でも呼びかけをし

たんですけれども、このマイルール運転という

言葉に関して、事故なり違反の現場で高齢者と

話をしたときに、誤解を招くことを心配してい

ないかどうか、どういう印象をお持ちか、ちょ

っと分かれば教えていただきたいと思います。 

 それと、運転免許事務費については、マイナ

免許証の対応として、各警察署に機械を設置す

ることによる増額であると理解できました。各

警察署での受付そのものは、新年度からスター

トでよかったのか、ちょっと確認だけさせてく

ださい。 

後藤交通部長 まず、１点目のマイルール運転

の件ですけれども、そのような誤解もあり得る

かもしれませんので、その辺は警察本部から各

警察署の警察官に対して指導と言うか、よく周

知をした上で、マイルール運転の説明をする中

で誤解を招かないようにできればと考えていま

す。今後そのような形で、こちらも説明不足に

ならないように対応していきたいと考えていま

す。その点は注意したいと思います。 

 それから、マイナ免許証の関係について、３

月２４日からマイナ免許証の受付を開始します。

ですから、３月２４日から運転免許センターを

はじめ、警察署や幹部交番でも対応できるよう

にしています。 

守永委員 ありがとうございます。 

 高齢者に対する事故ゼロに向けた呼びかけと

して、新たな工夫と見て捉えています。うまく

運用できるようにお願いしたいのと、事故や違

反をした方々に対して、やはりマイルール運転

を投げかけていくことにも多分なると思うので、

そういった方々が、もう違反を検挙されていら

っときているのに、その上でそんなことを言わ

れるのみたいな反感を招かないようにも注意を

お願いしたいと思います。 

 あと、マイナ免許証の関係については、土曜

日・日曜日の２日間の休みを挟んで、３月２４

日から新たに手続を受けられるようにすること

ですけれども、機械そのものは整備され準備万

端ということで、これからも効率よく手続がで

きるようによろしくお願いします。 

清田委員 予算概要１６ページです。刑事警察

費のうち、犯罪捜査等諸費です。 

 昨今ＳＮＳを悪用した特殊詐欺、サイバー空

間、サイバー攻撃によるデータの流出と、巧妙

化・複雑化する犯罪の手法に対応するため、資

器材の更新、また専門技術者等の外部の知見等

の活用もあるのではないかと思います。そうい

う新たな支出が捜査に必要となってきていると

思いますけれども、十分な予算が確保できてい

るのかを、まず１点伺います。 

 そして、さきほど申したように、犯罪の手口

が巧妙化・複雑化する中で、各捜査官、刑事も

その捜査の過程が複雑化してきているのではな
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いかと思います。犯人の、犯罪者の一歩先を行

く情報の収集や知識の集積等、今までにない御

努力が非常に必要な状況であるかと思いますけ

ども、将来にわたって県民の安心・安全を守る

ために後進に求める刑事像、どのようなことを

期待するのか等を幸野刑事部長にお伺いします。 

幸野刑事部長 御質疑にお答えします。 

 １点目の巧妙化する犯罪に的確に対処するた

めの装備資器材等に関する予算の措置について

ですが、県警察では、社会情勢の変化に伴い複

雑化する治安課題に的確に対処するため、ハー

ド面においては、捜査支援システム、画像解析

システム、被疑者分析システム等の各種システ

ムのほか、サイバー犯罪対策機器等の装備資器

材を充実させており、いずれも必要な予算を計

上しているところです。今後も捜査に支障が出

ないよう、限りある予算を有効に活用し、必要

なシステムや装備資器材の予算確保に努めます。 

 一方、ソフト面では、知見を有する民間企業

に委託し、犯罪に利用された通信ログの解析手

法や暗号資産の追跡手法の研修を行うとともに、

大規模都道府県警察に警察職員を派遣・出向さ

せ、高度な知識・技術が必要な難易度の高い捜

査経験を積ませるなど、さらなる技術の向上を

図っているところです。 

 次に、後進に求める刑事像についてですが、

近年における国内外の情勢は、過去に例のない

著しい変化の中にあり、人口の減少、少子高齢

化、情報通信技術の目覚ましい発展とサイバー

空間の拡大などが警察を取り巻く治安課題に大

きな影響を与えており、清田委員御指摘のとお

り、捜査をより複雑化・困難化させています。

このような情勢下において、将来にわたり、県

民の安全・安心を守るため、我々刑事に求めら

れるものは、闇を覆っているものがどのような

社会的勢力であろうとも、どれほど困難な障害

が立ち塞がっていようとも、悪いことを悪いと

感じる素朴な正義感を持ち、ひるまず、たじろ

がず、諦めず、県民のために巨悪に立ち向かっ

ていくことが刑事の心意気であり、このことは

今も昔もこれからも変わらないと思います。こ

のような志を抱く後輩諸氏が、私たちの後に続

いてくれることを期待しています。 

清田委員 御答弁ありがとうございます。２５

年前、ひょんな縁で知り合い、それから時々、

何かにつけて、またお話しする機会もありなが

ら、本当に不思議な縁だなと思って。まさか、

ここでこうして質疑する、答弁すると当時は思

っていませんでしたけれども。当時は、まだ調

書が手書きの人がメインで、もう今はワープロ

も死語になっていますけれど、効率化するため

にワープロを自腹で買って使う刑事もいた時代

で。携帯電話も１人１台とまでは、まだいかな

い時代でなので。携帯電話も、どうかすると、

ほぼ自腹だと。なかなか、その自腹を切って捜

査するのも、刑事としては大変だなという思い

で質疑しましたが、幸野刑事部長においては、

警察官としてのキャリアをほぼほぼ捜査二課の

刑事として過ごされたと認識しています。さき

ほど答弁いただいたように、後に続く後進の皆

様にも、これからも温かい御助言をいただくよ

うお願い申し上げて、質疑を終わります。 

福崎委員 私からは２点、質疑します。 

 まず１点目は、予算概要９ページ、県民の安

全を守る人的基盤強化事業費についてですが、

サイバー犯罪や特殊詐欺などが増えている中で、

優秀な人材を確保する意味での経費ではないか

と考えています。素朴な疑問ですが、優秀な人

材とはどのような人材を考えているのかお尋ね

したいと思います。また、採用するとしたら、

どの程度を採用しようと考えているのか、あわ

せてお尋ねします。 

 それから、予算概要１１ページ、交通安全施

設高度化推進事業費について、さきほどから、

いろいろな方が質疑していますが、信号機のＬ

ＥＤ化に対する経費として５億７６５万６千円

が予算計上されています。現在のＬＥＤ化の進

捗状況及び本予算でのＬＥＤ化計画基数、また

過去のＬＥＤ化事業における工事の落札率をお

尋ねします。 

 また、朝日や夕日がまぶしくて信号機が見え

にくい箇所が多数あり、危ない声をよく聞きま

す。要望ですが、ＬＥＤ化の工事を進めるにあ

たっては、朝日や夕日で見えにくい箇所から是
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非進めていただきたいと思います。 

伊藤警務部長 優秀な人材の確保について、お

答えします。 

 いかなる社会情勢下でも警察組織の基盤は人

であり、人材の確保は警察組織の将来を左右す

る重要な課題です。優秀な人材とは、警察の任

務が国民から負託されたものであると自覚し、

国民の信頼に応えることができる人材と考えて

います。さらに、社会情勢の変容に伴い、複雑

化する治安課題に対処でき、多彩な能力や豊富

な知見を有する人材も必要であると考えていま

す。 

 また、令和７年度の採用募集人数は警察官９

０名程度、警察事務職員１０名程度を予定して

います。 

後藤交通部長 ＬＥＤ信号機の整備状況につい

て、お答えします。 

 信号機のＬＥＤ化については、これまでも計

画的に進めてきたところですが、その進捗につ

いては、令和７年３月末時点で県下の全信号機

数２万３，２６６台のうち、８１．９％にあた

る１万９，０４７台がＬＥＤ式になる予定です。 

 残りの約１８％、４，２１９台については、

令和９年度までに整備を完了するよう計画して

おり、令和７年度中は１，４９９台の信号機を

ＬＥＤ化する予定です。 

 また、過去のＬＥＤ化事業における落札率に

ついてですが、令和６年度のＬＥＤ化工事等の

落札率は９３．４７％です。 

 最後に、福崎委員の御要望について、朝夕の

太陽の日差しで見えにくい状況が認められる交

差点など、危険性の高い箇所から、優先的にＬ

ＥＤ化を進めたいと考えています。 

福崎委員 ありがとうございました。 

 日頃から我々県民の生活、それから財産等、

いろいろ含めて私たちが安全に生活できるのも、

警察の皆さんの日頃からの御尽力のお陰だと思

っています。改めて、皆さんの活動に敬意を表

すとともに、是非とも、優秀な人材が増えてい

き、より安全な大分県になることを願っていま

す。 

 ＬＥＤ化の質疑ですが、さきほど、猿渡委員

から色覚障がい者ということで、インターネッ

トを見ると、ユニバーサルグッドデザインを取

り、産学でグッドデザイン賞を取った信号機が

あると。今年度の取替え計画である１，４９９

台、視覚障がい者に向けたすばらしい信号機等

も開発されているので、是非ともそれを使って

いただけたらというのが願いです。 

 あと、ちょっとお尋ねしたいのが、ＬＥＤの

信号機には、いろんなタイプがあると聞いてい

ます。特に、完全フラット型低コストＬＥＤが

全国的には主流だと聞いていますが、大分県は、

どういうタイプのＬＥＤ信号機を付けているの

か、お尋ねしたいと思います。 

 それから、信号機の耐用年数は、製造からお

おむね１９年とインターネットに書いてありま

した。それで、信号機柱――信号機の柱ですが、

コンクリートと鉄柱によって、それぞれ耐用年

数が違うみたいですが、おおむね４０年とイン

ターネットに書いてありました。それこそ、そ

れぞれの県で耐用年数が違うと書いてあったの

で、大分県は柱の耐用年数が大体どのくらいな

のか。 

 それから、耐用年数を超過したものが大分県

の中にはあるのか。昨年、兵庫県で小学生の子

どもが信号機に寄りかかったら、倒れる事故が

起きたとインターネットに載っていました。大

分県でそういうことがないことを願っているの

で、是非とも、耐用年数を超えたものがあるの

かどうか、お答えいただけたらと思います。 

後藤交通部長 まず、大分県のＬＥＤ信号機の

タイプですけれども、灯機にフードがない完全

フラットなタイプの低コスト型のＬＥＤ信号機

を設置しています。 

 続いて、信号機の耐用年数ですが、信号機を

コントロールする信号制御器、これは福崎委員

御指摘のとおり、耐用年数は１９年です。 

 信号柱については、鋼管柱は５０年、コンク

リート柱は４２年を耐用年数としています。 

 続いて、耐用年数を超過したものですが、今

年度中に信号制御器の耐用年数１９年を超える

ものは１１９台ありますが、その全てを更新す

る見込みです。 
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 また、信号機ですが、鋼管柱６，４７８本の

うち、５０年の耐用年数を超えるものは１０７

本です。コンクリート柱総数１，６５０本のう

ち、４２年の耐用年数を超えるものは９８７本

になります。 

 県警察としては、年に１回、信号機の点検を

しています。更新の必要性が認められたものか

ら順次更新、保守点検をしているので、現時点

で倒壊のおそれがあるものは特段把握していま

せん。 

澤田委員 よろしくお願いします。 

 私からは、交通事故ゼロ推進事業費、予算概

要１６ページになりますが、部長答弁をはじめ、

また様々な委員から質疑があり、ある程度理解

しました。その中で、質疑になかった分だけ質

疑したいのと、これに関連して、通告をしてい

ませんが、質疑してもよろしいでしょうか。あ

りがとうございます。よろしくお願いします。 

 さきほどあった自転車交通ルールの周知対策

について、さきほどの答弁で理解したんですが、

これは、いわゆる学生に対するハンドブック等

とインターネットのクイズ形式とありました。

基本的に出前して何かを講演する、また研修し

て教えるといったスキームは、その中に入って

いるのかどうかちょっと確認したいのですけれ

ども、恐らくないと思いますが、一応お願いし

ます。 

 あと、交通安全協会が主催している交通安全

こども自転車大会があります。私も１回見に行

き、非常にいい大会でしたが、年々参加校が少

なく、今回は小学校２校３チームの出場でした。

これは全国大会で、ほかの県は非常に活発にし

ているところもあります。恐らく、教育庁、教

育委員会との絡みも当然発生していると思いま

すが、やはり一番大事なのは、どこが応援して

いくのかだと思うんですね。ちょっと私が見て

いる限り、また関係者から話を聞く限りでは、

どうもこの交通安全協会が全面的にやっており、

当然、ほかの大きなフォローバックがないため

に、なかなか地元市町村の小学校や教育委員会

に対する訴えが、マンパワー不足で正直できて

いない気がしました。そういった意味で、交通

安全協会主催ではあるけれども、交通安全こど

も自転車大会にどのように関わっているのか。

また、もし予算を付けているのであれば、その

予算はどこに計上されているのか、お伺いしま

す。 

後藤交通部長 まず初めに、学生に対する教育

ですけれども、今、県警察では、学校からの要

請を受けながら、学校で教室を開いて自転車ル

ールの周知を行うとともに、スケアード・スト

レート方式による体験型の講習をしています。 

 令和７年は８校の高校で行います。令和６年

は９校、令和５年は８校と継続して行っていま

す。自転車の体験型等を含めて、特定小型原動

付自転車の講習等もしています。これも引き続

き、継続しながら行っていきたいと考えていま

す。 

 それから、交通安全協会が主催する自転車大

会ですけれども、４５年ほど前に、私も豊後大

野市立百枝小学校代表で参加して優勝し、全国

大会に出ており、昨年、一昨年と大会に参加し

ました。確かに澤田委員がおっしゃるとおり、

参加校は少なくなっています。こういった中で、

私どもも危機感を抱いており、既に昨年から動

いていますが、大会自体も非常に難しい。豊後

大野市立百枝小学校のときもそうでしたけれど、

集中してやらなければいけない大きな大会で難

しい技術が必要であり、大会用とは別に、各校

が、小学校が参加できるもう少し簡易な大会に

できないかも要請しています。また、教育庁や

学校側に対しても、今、塾等もあると思います

けれども、何とか参加できるように学校側も働

きかけをしていただけないか、昨年、一昨年ぐ

らいから、働きかけをしています。 

 交通安全協会としても、今年から少し趣向を

変えて、さきほど言った簡易的な大会を開いて、

みんなが、多くの小学校が参加できるような方

法を検討し、それに向けて取り組んでいると聞

いています。今年から、自転車ルールの周知が

やはり大事になってきますので、この点は、交

通安全協会や学校としっかり連携して、大会が

もう少し大きくなるようにしていきたいと考え

ています。 
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澤田委員 ありがとうございます。 

 本当にいい大会になるように、我々もバック

アップしていきたいと思っています。この交通

安全に関しては、今、後藤交通部長がおっしゃ

った高校生も大事だと思いますけれども、やは

り、小学生に対して、交通安全のルール、また

整備をしっかり教えていかないといけないと思

っています。 

 大分県の条例には、大分県自転車の安全で適

正な利用の促進に関する条例があります。第９

条には自転車交通安全教育等、第１１条には自

転車の点検及び整備等、また第１２条には学校

の長が指導に努めることという項目があり、県

の責務等として、国、市町村、事業者及び交通

安全団体との連携を図ることが条例で定められ

ています。 

 今、インターネットで自転車を購入する世帯

が結構増えており、私の身近にもいましたが、

インターネットで自転車を購入すると、防犯登

録は付いていない状態です。当然、店からの指

導もなく、自転車だけぽんっと届く。届いた自

転車を防犯登録所に持って行き、防犯登録すれ

ばいいですけれど、私が知っている人は、それ

をする前に盗難に遭った。結局、自転車は見つ

かりましたが、防犯登録がなかなかうまくいか

なかったという話がありました。 

 今はインターネットがあるので、小学校や中

学校の早い段階のうちに、交通ルール、自転車

の整備、またマナーをしっかり徹底しておかな

いと、さきほどの守永委員の質疑ではないです

けれど、マイルールになってしまう。そういっ

たおそれも十分あると思うので、他部局にまた

がっているかと思いますが、交通安全、また事

故防止の観点で、要望になりますけれども、警

察で、しっかりと協議していただきたいと思い

ますので、是非よろしくお願いします。 

今吉副委員長 以上で事前通告者の質疑を終了

しました。 

 ほかに質疑のある方は、挙手をお願いします。 

  〔「なし」と言う者あり〕 

今吉副委員長 ほかに質疑もないので、これで

警察本部関係予算に対する質疑を終わります。 

 以上で、本委員会に付託された全議案に対す

る質疑は終わりました。本委員会に付託された

議案をさらに詳細に審査するため、運営要領に

基づき常任委員会単位の分科会を設置し、審査

することとします。 
 お諮りします。 
 分科会の主査及び副主査には、各常任委員会

の委員長及び副委員長をそれぞれ充てたいと思

います。これに御異議ありませんか。 
  〔「異議なし」と言う者あり〕 
今吉副委員長 御異議がないので、そのように

決定しました。 
 本委員会に付託された全議案を、お手元に配

付の付託表のとおり関係分科会に付託します。

分科会は明１９日及び２１日に開催願います。 
 以上で本日の審査日程は終わりました。次会

は、２５日午前１０時から本議場で開きます。 
 これをもって本日の委員会を終わります。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


